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～一人一人を大切にした教育のために～

基礎学力の定着と
希望進路の実現

◆基礎学力定着のための個に応じた
指導方法の工夫改善

◆多様な進路を主体的に選択できる
能力の育成

◆原級留置・中途退学の解消
◆不登校等児童生徒へのきめ細かな
支援

人権学習の充実

◆普遍的な視点からのアプローチと
個別的な視点からのアプローチに
よる人権意識の高揚

◆人権問題を自分自身の課題として
捉え、 解決に向けて実践する意識
・意欲・態度の育成

◆各教科・領域の学習との関連付け
◆各学校・地域の実態や今日的状況

を踏まえた人権学習の工夫改善

学校 家庭 地域社会及び関係諸機関の連携 協働
◆個々の児童生徒への指導や体系的な人権教育推進のための日常的・継

続的な連携・協働
◆多様な体験活動充実のための連携・協働

教職員の人権意識の高揚
◆人権教育推進の担い手として人権尊重の理念についての認識深化
◆同和教育の成果と手法への評価を踏まえた継承と活用
◆あらゆる人権問題についての研修の推進

あらゆる教育活動を通した人権教育の推進

学 校 教 育

児童生徒の集団の中での人間関係づくり
◆互いを理解・尊重しながら、信頼で結ばれ成長し合う人間関係の形成
◆自尊感情の育成と他者への理解・尊重・共感性の涵養

社 会 教 育

◆障害の有無にかかわらず誰も
がいきいきと暮らしやすい社
会を目指した学習の充実

◆普遍的な視点からのアプロー
チと個別的な視点からのアプ
ローチによる取組の推進

人権学習の充実

生涯のあらゆる機会を通した人権教育の推進
～一人一人の尊厳を大切にするために～

◆人権教育を推進する指導者として、人権問題への理解・認識の深化
◆地域の実態に即した人権学習の工夫改善のための資質向上

社会教育関係職員等の人権意識の高揚

家庭教育の支援及び
相談体制の充実

◆相談体制の充実と保護者同士
のネットワークづくりの推進

◆あらゆる機会や場を通した人権学習を推進するための連携・協働
◆地域で子どもを育てる環境づくりや多様な体験活動等充実のため
の連携・協働

学校 家庭 地域社会及び関係諸機関 団体の連携 協働

◆学習内容や学習方法の工夫改
善、学習教材の整備 ◆子育て等について学ぶ機会の

充実、情報の提供

◆地域社会全体で保護者を支援
する取組による家庭教育の支
援

人権教育を推進する ための基本的取組方針

・ ・ ・
・ ・ ・ ・



～一人一人を大切にした教育のために～

基礎学力の定着と
希望進路の実現

◆基礎学力定着のための個に応じた
指導方法の工夫改善

◆多様な進路を主体的に選択できる
能力の育成

◆原級留置・中途退学の解消
◆不登校等児童生徒へのきめ細かな
支援

人権学習の充実

◆普遍的な視点からのアプローチと
個別的な視点からのアプローチに
よる人権意識の高揚

◆人権問題を自分自身の課題として
捉え、 解決に向けて実践する意識
・意欲・態度の育成

◆各教科・領域の学習との関連付け
◆各学校・地域の実態や今日的状況

を踏まえた人権学習の工夫改善

学校 家庭 地域社会及び関係諸機関の連携 協働
◆個々の児童生徒への指導や体系的な人権教育推進のための日常的・継

続的な連携・協働
◆多様な体験活動充実のための連携・協働

教職員の人権意識の高揚
◆人権教育推進の担い手として人権尊重の理念についての認識深化
◆同和教育の成果と手法への評価を踏まえた継承と活用
◆あらゆる人権問題についての研修の推進

あらゆる教育活動を通した人権教育の推進

学 校 教 育

児童生徒の集団の中での人間関係づくり
◆互いを理解・尊重しながら、信頼で結ばれ成長し合う人間関係の形成
◆自尊感情の育成と他者への理解・尊重・共感性の涵養

社 会 教 育

◆障害の有無にかかわらず誰も
がいきいきと暮らしやすい社
会を目指した学習の充実

◆普遍的な視点からのアプロー
チと個別的な視点からのアプ
ローチによる取組の推進

人権学習の充実

生涯のあらゆる機会を通した人権教育の推進
～一人一人の尊厳を大切にするために～

◆人権教育を推進する指導者として、人権問題への理解・認識の深化
◆地域の実態に即した人権学習の工夫改善のための資質向上

社会教育関係職員等の人権意識の高揚

家庭教育の支援及び
相談体制の充実

◆相談体制の充実と保護者同士
のネットワークづくりの推進

◆あらゆる機会や場を通した人権学習を推進するための連携・協働
◆地域で子どもを育てる環境づくりや多様な体験活動等充実のため
の連携・協働

学校 家庭 地域社会及び関係諸機関 団体の連携 協働

◆学習内容や学習方法の工夫改
善、学習教材の整備 ◆子育て等について学ぶ機会の

充実、情報の提供

◆地域社会全体で保護者を支援
する取組による家庭教育の支
援

人権教育を推進する ための基本的取組方針

・ ・ ・
・ ・ ・ ・



 
 

《 目  次 》 
 

 
人権教育を推進するための基本的取組方針   学校教育・社会教育  
 
 
 
第１章 人権教育を推進するために 

 
１ はじめに  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
２ 基本的な考え方 
 
(1) 人権という普遍的文化の構築  ・・・・・・・・・・・・・・・

 
(2) 今日的状況を踏まえた人権教育の推進  ・・・・・・・・・・・

 
３ 人権教育を推進するための基本的取組方針   

 
 学校教育   
① 基礎学力の定着と希望進路の実現  ・・・・・・・・・・・・

② 人権学習の充実  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

③ 教職員の人権意識の高揚  ・・・・・・・・・・・・・・・・

④ 学校・家庭・地域社会及び関係諸機関の連携・協働  ・・・・

⑤ 児童生徒の集団の中での人間関係づくり  ・・・・・・・・・

 
 社会教育   
① 人権学習の充実  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

② 家庭教育の支援及び相談体制の充実  ・・・・・・・・・・・

③ 社会教育関係職員等の人権意識の高揚  ・・・・・・・・・・

④ 学校・家庭・ ・ ・地域社会及び関係諸機関 団体の連携 協働 ・・

 
 
 

第２章 令和６年度における人権教育の重点的取組事項 
 

 学校教育   
① 基礎学力の定着と希望進路の実現  ・・・・・・・・・・・・

② 人権学習の充実  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

③ 教職員の人権意識の高揚  ・・・・・・・・・・・・・・・・

④ 学校・家庭・地域社会及び関係諸機関の連携・協働  ・・・・

⑤ 児童生徒の集団の中での人間関係づくり  ・・・・・・・・・

  

１

１

２

２

３

４

４

４

６

７

８

10

10

５

５

５

５

 
 
 
 
 
 

 社会教育   
① 人権学習の充実  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
② 家庭教育の支援及び相談体制の充実  ・・・・・・・・・・  
③ 社会教育関係職員等の人権意識の高揚  ・・・・・・・・・  
④ 学校・家庭・ ・ ・地域社会及び関係諸機関 団体の連携 協働 ・  

 
 
 

第３章 個別の人権問題に関する重点的取組事項  
 

○ 同和問題（部落差別） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 女性の人権問題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 子どもの人権問題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 高齢者の人権問題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 障害のある人の人権問題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 外国人の人権問題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ ハンセン病・

  
○ 犯罪被害者等の人権問題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・  

<さまざまな人権問題> 
○ ホームレス  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 性的指向・ジェンダーアイデンティティ・・・・・・・・・・・・  
○ 刑を終えて出所した人  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ アイヌの人々、婚外子、識字問題  ・・・・・・・・・・・・・  
○ 北朝鮮当局による拉致問題等  ・・・・・・・・・・・・・・・  

<社会情勢の変化等により顕在化している人権にかかわる課題>

○ 新型コロナウイルス感染症による人権問題

○ インターネット社会における人権の尊重  ・・・・・・・・・・  
○ 個人情報の保護  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 安心して働ける職場環境の推進  ・・・・・・・・・・・・・・  
○ 自殺対策の推進  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

○ 災害時の配慮   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

11

11

12

12

13

13

13

14

14

14

15

15

15

15

15

16

16

16

・・・・・・・・・  16

16

16

17

17

エイズ（ＡＩＤＳ、後天性免疫不全症候群）

・ＨＩＶ感染症・難病患者等の人権問題 ・・・・・・・・・・ 



 
 

《 目  次 》 
 

 
人権教育を推進するための基本的取組方針   学校教育・社会教育  
 
 
 
第１章 人権教育を推進するために 

 
１ はじめに  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
２ 基本的な考え方 
 
(1) 人権という普遍的文化の構築  ・・・・・・・・・・・・・・・

 
(2) 今日的状況を踏まえた人権教育の推進  ・・・・・・・・・・・

 
３ 人権教育を推進するための基本的取組方針   

 
 学校教育   
① 基礎学力の定着と希望進路の実現  ・・・・・・・・・・・・

② 人権学習の充実  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

③ 教職員の人権意識の高揚  ・・・・・・・・・・・・・・・・

④ 学校・家庭・地域社会及び関係諸機関の連携・協働  ・・・・

⑤ 児童生徒の集団の中での人間関係づくり  ・・・・・・・・・

 
 社会教育   
① 人権学習の充実  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

② 家庭教育の支援及び相談体制の充実  ・・・・・・・・・・・

③ 社会教育関係職員等の人権意識の高揚  ・・・・・・・・・・

④ 学校・家庭・ ・ ・地域社会及び関係諸機関 団体の連携 協働 ・・

 
 
 

第２章 令和６年度における人権教育の重点的取組事項 
 

 学校教育   
① 基礎学力の定着と希望進路の実現  ・・・・・・・・・・・・

② 人権学習の充実  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

③ 教職員の人権意識の高揚  ・・・・・・・・・・・・・・・・

④ 学校・家庭・地域社会及び関係諸機関の連携・協働  ・・・・

⑤ 児童生徒の集団の中での人間関係づくり  ・・・・・・・・・

  

１

１

２

２

３

４

４

４

６

７

８

10

10

５

５

５

５

 
 
 
 
 
 

 社会教育   
① 人権学習の充実  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
② 家庭教育の支援及び相談体制の充実  ・・・・・・・・・・  
③ 社会教育関係職員等の人権意識の高揚  ・・・・・・・・・  
④ 学校・家庭・ ・ ・地域社会及び関係諸機関 団体の連携 協働 ・  

 
 
 

第３章 個別の人権問題に関する重点的取組事項  
 

○ 同和問題（部落差別） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 女性の人権問題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 子どもの人権問題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 高齢者の人権問題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 障害のある人の人権問題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 外国人の人権問題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ ハンセン病・

  
○ 犯罪被害者等の人権問題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・  

<さまざまな人権問題> 
○ ホームレス  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 性的指向・ジェンダーアイデンティティ・・・・・・・・・・・・  
○ 刑を終えて出所した人  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ アイヌの人々、婚外子、識字問題  ・・・・・・・・・・・・・  
○ 北朝鮮当局による拉致問題等  ・・・・・・・・・・・・・・・  

<社会情勢の変化等により顕在化している人権にかかわる課題>

○ 新型コロナウイルス感染症による人権問題

○ インターネット社会における人権の尊重  ・・・・・・・・・・  
○ 個人情報の保護  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
○ 安心して働ける職場環境の推進  ・・・・・・・・・・・・・・  
○ 自殺対策の推進  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

○ 災害時の配慮   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

11

11

12

12

13

13

13

14

14

14

15

15

15

15

15

16

16

16

・・・・・・・・・  16

16

16

17

17

エイズ（ＡＩＤＳ、後天性免疫不全症候群）

・ＨＩＶ感染症・難病患者等の人権問題 ・・・・・・・・・・ 



 - 1 - 

➨㸯❶ 人権ᩍ⫱ࢆ᥎㐍ࡍるࡵࡓに 
 
 
㸯 ࡵࡌࡣに 
 

 ி㒔府࡛ࡣ、令和４年 12 月に改定された府ᨻ㐠Ⴀの指㔪࡛ある「ி㒔府⥲ྜィ⏬」

において、「一人ࡦとりの尊ཝと人権が尊重され、⏨ᛶもዪᛶも、子どもも㧗㱋者も

㞀害者も、外ᅜ人も、඲ての人がᆅᇦ࡛ࠗᏲࡽれている࠘ࠗໟみ㎸まれている࠘と感

じ、ㄡもが持つ能ຊを発᥹し、生ᾭ現ᙺ࡛活㌍することの࡛ࡁるඹ生の社会づくり」

をᑗ᮶ീの一つとしてᥖげている。 
 ி㒔府における人権教育・啓発に関する施策を⥲ྜ的かつィ⏬的に進めるための基

ᮏ的指㔪として、平成 27 年 12 月に「ி㒔府人権教育・啓発推進ィ⏬（➨㸰ḟ）」が、

さࡽに令和㸱年㸱月に、௒⯡の新型コロナウイルス感染症ᣑ኱による誹謗中傷等の社

会問題に対応するため「ி㒔府人権教育・啓発推進ィ⏬（➨㸰ḟ㸸改定∧）」（௨ୗ

「➨㸰ḟ推進ィ⏬改定∧」という。）が策定された。 
 また、ி㒔府教育ጤဨ会（௨ୗ「府教ጤ」という。）࡛ࡣ、平成 23 年㸱月にி㒔

府の教育᣺⯆基ᮏィ⏬として「ி㒔府教育᣺⯆ࣉラン つながり、๰る、ிの知ᜨ」

を策定し、あࡺࡽる教育活動を㏻して人権教育を積極的に推進してࡁた。令和㸱年㸱

月にࡣ、新しい᫬代の教育を実現するため、「➨㸰ᮇி㒔府教育᣺⯆ࣉラン」（௨ୗ

「➨㸰ᮇ᣺⯆ࣉラン」という。）を策定した。 
 「➨㸰ᮇ᣺⯆ࣉラン」においても、基ᮏ理ᛕに「変化をᜍれࡎ๓ྥࡁにཷけ止め、

人権尊重を基┙としたி㒔府なࡣ࡛ࡽのᏛᰯ教育と社会教育とを㏻じて、子ども

かࡽ኱人ま࡛す࡭ての人々が生ᾭにわたࡗてຊᙉくṌみ⥆け、㧗いᚿをもࡗて、

よりよい社会とᖾ⚟な人生の๰りᡭとなれる人づくりを進めていࡁます。」と、

ᘬࡁ⥆ࡁ人権尊重を基┙とした教育の重せᛶをᥖげている。 
 一方、ᅜにおいてࡣ、平成 28 年に「㞀害を理⏤とする差別の解ᾘの推進に関する

法律」（௨ୗ「㞀害者差別解ᾘ法」という。）「ᮏ㑥外ฟ㌟者に対する不当な差別的

ゝ動の解ᾘにྥけた取組の推進に関する法律」（௨ୗ「࣊イトスࣆーチ解ᾘ法」とい

う。）「部ⴠ差別の解ᾘの推進に関する法律」（௨ୗ「部ⴠ差別解ᾘ法」という。）

の人権教育に深く関わる法律が施行された。これࡽの法律にࡣᅜཬびᆅ方公ඹᅋయの

㈐ົが♧され、ᆅ方公ඹᅋయが差別のない社会の実現を┠指したලయ的な取組を推進

することがồめࡽれている。 
 これࡽの経緯のもと、௒ᚋとも、Ꮫᰯ教育・社会教育における人権教育についてࡣ、

各ಶ別法、「➨㸰ḟ推進ィ⏬改定∧」ཬび「➨㸰ᮇ᣺⯆ࣉラン」を踏まえてẖ年ᗘ「人

権教育を推進するために」を策定し、௨ୗに♧す基ᮏ的な⪃え方と年ᗘࡈとの重Ⅼ的

取組事㡯に基づࡁ、積極的に推進するものとする。 
 
 

㸰 ᇶᮏⓗ࠼⪄࡞᪉ 
 
(1) 人権࡜い࠺ᬑ㐢ⓗᩥ化のᵓ⠏ 

 ᮏ府の人権教育・啓発の基ᮏ的指㔪࡛ある「➨㸰ḟ推進ィ⏬改定∧」においてࡣ、

「人権というᬑ㐢的文化をி㒔府においてᵓ⠏すること」を┠ᶆとしている。 
 この┠ᶆを達成するために、人権尊重を日ᖖ生活の⩦័として㌟に௜け、実㊶࡛ࡁ

るというព識が、社会඲యཬび日ᖖ生活の㝮々にま࡛ᾐ㏱した人権感ぬの㇏かな社会

の実現を┠指して、ྠ和教育の中࡛積みୖげࡽれてࡁた成ᯝとᡭ法へのホ౯を踏ま

え、Ꮫᰯ教育と社会教育が㐃ᦠ・༠ാして人権教育を推進することとする。 
 
 

 - 2  - 

(2) ௒᪥ⓗ≧ἣࢆ㋃ࡓ࠼ࡲ人権ᩍ⫱の᥎㐍 
   ྠ和教育の取組の⤖ᯝ、㛗Ḟ・不ᑵᏛの解ᾘ、㧗ᰯ・኱Ꮫ進Ꮫ⋡のྥୖ、ᑵ⫋にお 

ける⤫一応ເ用⣬の作成など様々な成ᯝをୖげ、ಶに応じたࡁめ⣽かな指導、推進య
ไの確❧、家庭・ᆅᇦ社会との㐃ᦠ、㞟ᅋの中࡛の人間関係づくりなどከくのᡭ法を
確❧してࡁた。そして、これࡽの成ᯝとᡭ法へのホ౯を踏まえ、ྠ和教育をす࡭ての
人の基ᮏ的人権を尊重する人権教育として෌ᵓ⠏してࡁた。（㹮.18 をཧ↷）௒ᚋも、
これま࡛の取組の成ᯝとㄢ題を᫂ࡽかにしながࡽ、ᑡ子㧗㱋化や㧗ᗘ情報化、ᅜ㝿化
ローバル化の進ᒎ、経῭᱁差のᣑ኱による「子どもの㈋ᅔ」、新型コロナウイルࢢ・
ス感染症 、㟈⅏等の኱ࡁな⅏害をࡣじめとする社会のᛴ⃭な変化なども踏まえて人
権教育を推進する。 
 人権教育の推進に当たࡗてࡣ、「部ⴠ差別解ᾘ法」等のಶ別法に♧された基ᮏ認識

のもと、差別のない社会を実現することを┠指して、法のୗの平等、ಶ人の尊重とい

れの人権問題の解Ỵというಶ別的などࡒローチと、それࣉのアࡽたᬑ㐢的などⅬかࡗ

Ⅼかࡽのアࣉローチにより人権ព識の㧗ᥭを図り、あࡺࡽる人権問題の解Ỵにྥけて

取り組ࡴこととする。 
 ி㒔府࡛ࡣ、一人一人の尊ཝと人権が尊重され、ㄡもが⮬ศࡽしく生ࡁることの࡛

る人々がಶᛶの㐪いやከ様ᛶを認めྜい、୺య的に行動ࡺࡽる社会を┠指して、あࡁ

し、⮬ࡽの能ຊを᭱኱㝈に発᥹することが࡛ࡁる教育の実現を┠指している。このた

め、一人一人の児童生徒の基♏Ꮫຊの定着とᕼᮃ進㊰の実現を図るとともに、ྠ和問

題（部ⴠ差別）など様々な人権問題についての正しい理解や認識を深め、す࡭ての人

々が஫いのಶᛶや౯್ほの㐪いを認め、一人一人が差別を஌り㉺えるຊを㌟に௜けた

ୖ࡛、⮬ศの人権をᏲり、௚者の人権をᏲるためのព識・ែᗘ・実㊶的な行動ຊ等を

育成することがồめࡽれる。 
 ᮏ府においてࡣ、生ᾭᏛ⩦のどⅬに❧ࡕ、ᗂ児ᮇかࡽの発達の段階を踏まえ、ᆅᇦ

の実ែ等に応じて、Ꮫᰯ教育と社会教育とが㐃ᦠ・༠ാして人権教育を推進するもの

とする。 
 
 
㸱 人権ᩍ⫱ࢆ᥎㐍ࡍるࡵࡓのᇶᮏⓗྲྀ⤌᪉㔪 
 
 Ꮫᰯᩍ⫱  

 人権ᩍ⫱の᥎㐍ࡓ㏻しࢆるᩍ⫱άືࡺࡽ࠶
 各Ꮫᰯにおいてࡣ、人権に㓄៖した教育活動に努めるなど、教育活動඲యに人

権教育を適切に఩置௜け、一人一人を኱切にした教育の推進を図る。その㝿、Ꮫ

ᰯやᆅᇦの実ែ・ㄢ題の状況等を༑ศに把握して、人権教育推進ィ⏬を策定する。

また、ᰯ㛗のࣜーࢲーࣉࢵࢩのもと඲ᰯ推進యไを඘実さࡏるとともに、日ᖖ的

にⅬ᳨・ホ౯を行い、さࡽにホ౯⤖ᯝに基づく改ၿを図りながࡽ、実㊶に努める。 
 

ձ ᇶ♏Ꮫຊのᐃ╔࡜ᕼᮃ㐍㊰のᐇ⌧  
 児童生徒が、よりよい社会とᖾ⚟な人生を๰りฟࡏるよう、生ᾭᏛび⥆ける基

┙をᇵうというどⅬに❧ࡗて、教育の実㉁的な機会ᆒ等の実現を図る。 
 府教ጤにおいてࡣ、ྠ和問題（部ⴠ差別）など様々な人権問題の解Ỵを┠指し

た人権教育の基┙として「様々なᝏ᮲௳をࡏおࡗている児童・生徒に対して、も

れなくᑵᏛさࡏ、その基♏Ꮫຊを㧗め、進㊰をಖ㞀するという公教育ᮏ᮶の㈐௵

をᯝたす努ຊがᚲせ࡛ある」と⪃え、児童生徒のᏛຊಖ㞀等の取組を推進してࡁ

た。௒ᚋも、社会・経῭的にᅔ㞴な状況に置かれている児童生徒の基♏Ꮫຊの定

着とᕼᮃ進㊰の実現を図り、よりよい社会とᖾ⚟な人生を๰りฟすためにᚲせな

ຊを㣴うことࡣ、人権教育の重せなᰕ࡛ある。す࡭てのᰯ種において児童生徒の

生活背景やᏛ⩦⩦័、Ꮫຊの実ែ等を正確に把握してಶに応じた指導方法のᕤኵ

改ၿを進め、基♏Ꮫຊの定着を図り、ᑵಟᏛのಖ㞀を進める。また、Ꮫࡪことと

⮬ᕫのᑗ᮶とのつながりを見㏻しながࡽ、社会的・⫋ᴗ的⮬❧にྥけてᚲせな基
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➨㸯❶ 人権ᩍ⫱ࢆ᥎㐍ࡍるࡵࡓに 
 
 
㸯 ࡵࡌࡣに 
 

 ி㒔府࡛ࡣ、令和４年 12 月に改定された府ᨻ㐠Ⴀの指㔪࡛ある「ி㒔府⥲ྜィ⏬」

において、「一人ࡦとりの尊ཝと人権が尊重され、⏨ᛶもዪᛶも、子どもも㧗㱋者も

㞀害者も、外ᅜ人も、඲ての人がᆅᇦ࡛ࠗᏲࡽれている࠘ࠗໟみ㎸まれている࠘と感

じ、ㄡもが持つ能ຊを発᥹し、生ᾭ現ᙺ࡛活㌍することの࡛ࡁるඹ生の社会づくり」

をᑗ᮶ീの一つとしてᥖげている。 
 ி㒔府における人権教育・啓発に関する施策を⥲ྜ的かつィ⏬的に進めるための基

ᮏ的指㔪として、平成 27 年 12 月に「ி㒔府人権教育・啓発推進ィ⏬（➨㸰ḟ）」が、

さࡽに令和㸱年㸱月に、௒⯡の新型コロナウイルス感染症ᣑ኱による誹謗中傷等の社

会問題に対応するため「ி㒔府人権教育・啓発推進ィ⏬（➨㸰ḟ㸸改定∧）」（௨ୗ

「➨㸰ḟ推進ィ⏬改定∧」という。）が策定された。 
 また、ி㒔府教育ጤဨ会（௨ୗ「府教ጤ」という。）࡛ࡣ、平成 23 年㸱月にி㒔

府の教育᣺⯆基ᮏィ⏬として「ி㒔府教育᣺⯆ࣉラン つながり、๰る、ிの知ᜨ」

を策定し、あࡺࡽる教育活動を㏻して人権教育を積極的に推進してࡁた。令和㸱年㸱

月にࡣ、新しい᫬代の教育を実現するため、「➨㸰ᮇி㒔府教育᣺⯆ࣉラン」（௨ୗ

「➨㸰ᮇ᣺⯆ࣉラン」という。）を策定した。 
 「➨㸰ᮇ᣺⯆ࣉラン」においても、基ᮏ理ᛕに「変化をᜍれࡎ๓ྥࡁにཷけ止め、

人権尊重を基┙としたி㒔府なࡣ࡛ࡽのᏛᰯ教育と社会教育とを㏻じて、子ども

かࡽ኱人ま࡛す࡭ての人々が生ᾭにわたࡗてຊᙉくṌみ⥆け、㧗いᚿをもࡗて、

よりよい社会とᖾ⚟な人生の๰りᡭとなれる人づくりを進めていࡁます。」と、

ᘬࡁ⥆ࡁ人権尊重を基┙とした教育の重せᛶをᥖげている。 
 一方、ᅜにおいてࡣ、平成 28 年に「㞀害を理⏤とする差別の解ᾘの推進に関する

法律」（௨ୗ「㞀害者差別解ᾘ法」という。）「ᮏ㑥外ฟ㌟者に対する不当な差別的

ゝ動の解ᾘにྥけた取組の推進に関する法律」（௨ୗ「࣊イトスࣆーチ解ᾘ法」とい

う。）「部ⴠ差別の解ᾘの推進に関する法律」（௨ୗ「部ⴠ差別解ᾘ法」という。）

の人権教育に深く関わる法律が施行された。これࡽの法律にࡣᅜཬびᆅ方公ඹᅋయの

㈐ົが♧され、ᆅ方公ඹᅋయが差別のない社会の実現を┠指したලయ的な取組を推進

することがồめࡽれている。 
 これࡽの経緯のもと、௒ᚋとも、Ꮫᰯ教育・社会教育における人権教育についてࡣ、

各ಶ別法、「➨㸰ḟ推進ィ⏬改定∧」ཬび「➨㸰ᮇ᣺⯆ࣉラン」を踏まえてẖ年ᗘ「人

権教育を推進するために」を策定し、௨ୗに♧す基ᮏ的な⪃え方と年ᗘࡈとの重Ⅼ的

取組事㡯に基づࡁ、積極的に推進するものとする。 
 
 

㸰 ᇶᮏⓗ࠼⪄࡞᪉ 
 
(1) 人権࡜い࠺ᬑ㐢ⓗᩥ化のᵓ⠏ 

 ᮏ府の人権教育・啓発の基ᮏ的指㔪࡛ある「➨㸰ḟ推進ィ⏬改定∧」においてࡣ、

「人権というᬑ㐢的文化をி㒔府においてᵓ⠏すること」を┠ᶆとしている。 
 この┠ᶆを達成するために、人権尊重を日ᖖ生活の⩦័として㌟に௜け、実㊶࡛ࡁ

るというព識が、社会඲యཬび日ᖖ生活の㝮々にま࡛ᾐ㏱した人権感ぬの㇏かな社会

の実現を┠指して、ྠ和教育の中࡛積みୖげࡽれてࡁた成ᯝとᡭ法へのホ౯を踏ま

え、Ꮫᰯ教育と社会教育が㐃ᦠ・༠ാして人権教育を推進することとする。 
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(2) ௒᪥ⓗ≧ἣࢆ㋃ࡓ࠼ࡲ人権ᩍ⫱の᥎㐍 
   ྠ和教育の取組の⤖ᯝ、㛗Ḟ・不ᑵᏛの解ᾘ、㧗ᰯ・኱Ꮫ進Ꮫ⋡のྥୖ、ᑵ⫋にお 

ける⤫一応ເ用⣬の作成など様々な成ᯝをୖげ、ಶに応じたࡁめ⣽かな指導、推進య
ไの確❧、家庭・ᆅᇦ社会との㐃ᦠ、㞟ᅋの中࡛の人間関係づくりなどከくのᡭ法を
確❧してࡁた。そして、これࡽの成ᯝとᡭ法へのホ౯を踏まえ、ྠ和教育をす࡭ての
人の基ᮏ的人権を尊重する人権教育として෌ᵓ⠏してࡁた。（㹮.18 をཧ↷）௒ᚋも、
これま࡛の取組の成ᯝとㄢ題を᫂ࡽかにしながࡽ、ᑡ子㧗㱋化や㧗ᗘ情報化、ᅜ㝿化
ローバル化の進ᒎ、経῭᱁差のᣑ኱による「子どもの㈋ᅔ」、新型コロナウイルࢢ・
ス感染症 、㟈⅏等の኱ࡁな⅏害をࡣじめとする社会のᛴ⃭な変化なども踏まえて人
権教育を推進する。 
 人権教育の推進に当たࡗてࡣ、「部ⴠ差別解ᾘ法」等のಶ別法に♧された基ᮏ認識

のもと、差別のない社会を実現することを┠指して、法のୗの平等、ಶ人の尊重とい

れの人権問題の解Ỵというಶ別的などࡒローチと、それࣉのアࡽたᬑ㐢的などⅬかࡗ

Ⅼかࡽのアࣉローチにより人権ព識の㧗ᥭを図り、あࡺࡽる人権問題の解Ỵにྥけて

取り組ࡴこととする。 
 ி㒔府࡛ࡣ、一人一人の尊ཝと人権が尊重され、ㄡもが⮬ศࡽしく生ࡁることの࡛

る人々がಶᛶの㐪いやከ様ᛶを認めྜい、୺య的に行動ࡺࡽる社会を┠指して、あࡁ

し、⮬ࡽの能ຊを᭱኱㝈に発᥹することが࡛ࡁる教育の実現を┠指している。このた

め、一人一人の児童生徒の基♏Ꮫຊの定着とᕼᮃ進㊰の実現を図るとともに、ྠ和問

題（部ⴠ差別）など様々な人権問題についての正しい理解や認識を深め、す࡭ての人

々が஫いのಶᛶや౯್ほの㐪いを認め、一人一人が差別を஌り㉺えるຊを㌟に௜けた

ୖ࡛、⮬ศの人権をᏲり、௚者の人権をᏲるためのព識・ែᗘ・実㊶的な行動ຊ等を

育成することがồめࡽれる。 
 ᮏ府においてࡣ、生ᾭᏛ⩦のどⅬに❧ࡕ、ᗂ児ᮇかࡽの発達の段階を踏まえ、ᆅᇦ

の実ែ等に応じて、Ꮫᰯ教育と社会教育とが㐃ᦠ・༠ാして人権教育を推進するもの

とする。 
 
 
㸱 人権ᩍ⫱ࢆ᥎㐍ࡍるࡵࡓのᇶᮏⓗྲྀ⤌᪉㔪 
 
 Ꮫᰯᩍ⫱  

 人権ᩍ⫱の᥎㐍ࡓ㏻しࢆるᩍ⫱άືࡺࡽ࠶
 各Ꮫᰯにおいてࡣ、人権に㓄៖した教育活動に努めるなど、教育活動඲యに人

権教育を適切に఩置௜け、一人一人を኱切にした教育の推進を図る。その㝿、Ꮫ

ᰯやᆅᇦの実ែ・ㄢ題の状況等を༑ศに把握して、人権教育推進ィ⏬を策定する。

また、ᰯ㛗のࣜーࢲーࣉࢵࢩのもと඲ᰯ推進యไを඘実さࡏるとともに、日ᖖ的

にⅬ᳨・ホ౯を行い、さࡽにホ౯⤖ᯝに基づく改ၿを図りながࡽ、実㊶に努める。 
 

ձ ᇶ♏Ꮫຊのᐃ╔࡜ᕼᮃ㐍㊰のᐇ⌧  
 児童生徒が、よりよい社会とᖾ⚟な人生を๰りฟࡏるよう、生ᾭᏛび⥆ける基

┙をᇵうというどⅬに❧ࡗて、教育の実㉁的な機会ᆒ等の実現を図る。 
 府教ጤにおいてࡣ、ྠ和問題（部ⴠ差別）など様々な人権問題の解Ỵを┠指し

た人権教育の基┙として「様々なᝏ᮲௳をࡏおࡗている児童・生徒に対して、も

れなくᑵᏛさࡏ、その基♏Ꮫຊを㧗め、進㊰をಖ㞀するという公教育ᮏ᮶の㈐௵

をᯝたす努ຊがᚲせ࡛ある」と⪃え、児童生徒のᏛຊಖ㞀等の取組を推進してࡁ

た。௒ᚋも、社会・経῭的にᅔ㞴な状況に置かれている児童生徒の基♏Ꮫຊの定

着とᕼᮃ進㊰の実現を図り、よりよい社会とᖾ⚟な人生を๰りฟすためにᚲせな

ຊを㣴うことࡣ、人権教育の重せなᰕ࡛ある。す࡭てのᰯ種において児童生徒の

生活背景やᏛ⩦⩦័、Ꮫຊの実ែ等を正確に把握してಶに応じた指導方法のᕤኵ

改ၿを進め、基♏Ꮫຊの定着を図り、ᑵಟᏛのಖ㞀を進める。また、Ꮫࡪことと

⮬ᕫのᑗ᮶とのつながりを見㏻しながࡽ、社会的・⫋ᴗ的⮬❧にྥけてᚲせな基
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┙となる資㉁・能ຊを㌟に௜けていくことが࡛ࡁるよう、ࣜࣕ࢟ア教育を඘実し、

ከ様な進㊰を୺య的に㑅ᢥ࡛ࡁる能ຊを㌟に௜けさࡏ、ᕼᮃ進㊰の実現に努める

とともに、㧗等Ꮫᰯにおいてࡣཎ⣭␃置や中㏵㏥Ꮫの解ᾘに努める。

 さࡽに、一人一人を኱切にした教育を推進するほⅬかࡽ、不Ⓩᰯや発達㞀害の

ある児童生徒へのࡁめ⣽かな支援に努めるなどಶ々の児童生徒の実ែ・ㄢ題に応

じたຠᯝ的な指導を行う。

ղ 人権Ꮫ⩦の඘ᐇ

児童生徒の人権ព識の㧗ᥭཬび人権問題の解Ỵにྥけた資㉁・能ຊの育成のた

めに、発達の段階に応じ、ᬑ㐢的などⅬかࡽのアࣉローチとಶ別的などⅬかࡽの

アࣉローチにより人権Ꮫ⩦を඘実する。

「部ⴠ差別解ᾘ法」࡛ࡣ、┠的に「部ⴠ差別の解ᾘを推進し、もࡗて部ⴠ差別

のない社会を実現することを┠的とする」、「࣊イトスࣆーチ解ᾘ法」࡛ࡣ、基

ᮏ理ᛕとして「ᅜ民ࡣ㺃㺃㺃ᮏ㑥外ฟ㌟者に対する不当な差別的ゝ動のない社会の

実現にᐤ୚するよう努めなけれࡤなࡽない」とᥖげているように、人権Ꮫ⩦が人

権問題解Ỵや差別解ᾘに┿につながり、ඹ生社会を実現するものとなることがᚲ

せ࡛ある。

 そのために、人権Ꮫ⩦と各教⛉・㡿ᇦとの関㐃௜けを図りながࡽ、児童生徒が

Ꮫ⩦したことが知的理解にとどまることなく、人権感ぬを㧗めることにつながる

ようにする。また、ྠ和問題（部ⴠ差別）など様々な人権問題を⮬ศ⮬㌟のㄢ題

として捉え、人権ព識を㧗ᥭさࡏるとともに、その解Ỵにྥけて実㊶࡛ࡁるព識

・ពḧ・ែᗘを育成するᏛ⩦を実施する。（ୗグࡢ図をཧ↷）

さࡽに、各Ꮫᰯ・ᆅᇦの実ែを踏まえ、ᑠᏛᰯ・中Ꮫᰯ・㧗等Ꮫᰯを見㏻した

య⣔的な人権Ꮫ⩦の実施に努めるとともに、現代の社会・経῭状況やᏛᰯ教育を

ᕠる௒日的状況を踏まえて、人権Ꮫ⩦のᕤኵ改ၿを行う。ᗂ⛶ᅬ・認定こどもᅬ

においてࡣ、人権尊重のⱆ生えをࡣぐくࡴことが࡛ࡁるよう㐟びを中心とした生

活を㏻して教育活動を推進する。

（この図ࡣ、ᮏ෉子 P . 19 に♧しているෆᐜを⡆␎化したもの࡛す） 
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ճ ᩍ⫋ဨの人権ព識の㧗ᥭ 
 教⫋ဨࡣ、人権教育推進のᢸいᡭとしての⮬ぬを㧗め、未᮶をᢸう児童生徒の

人権を尊重して、その⮬ᕫ実現やᖾ⚟㏣ồをຠᯝ的に支援する。また、教⫋ဨ⮬

が人権尊重の理ᛕ等についての認識を深め、㧗い人権ព識を持つとともに、「ிࡽ

㒔府教ဨ等の資㉁能ຊのྥୖに関する指ᶆ」を踏まえ、ࣜࣕ࢟アスࢸーࢪに応じ

た人権教育に関する実㊶ຊ・指導ຊをྥୖさࡏる。 
 そのため、社会状況の変化により㢧ᅾ化している問題等、あࡺࡽる人権問題に

ついてಶ々の教⫋ဨが୺య的に◊ಟを進める。また、「人権教育に関する教⫋ဨ

のព識ㄪᰝ」の⤖ᯝを踏まえ、各Ꮫᰯにおける日ᖖ的・⣔⤫的な◊ಟやி㒔府⥲

ྜ教育センࢱーの◊ಟㅮᗙ等の඘実に努める。その㝿、ྠ和教育の中࡛積みୖげ

 。た成ᯝとᡭ法へのホ౯を踏まえて、その⥅ᢎと発ᒎを図るࡁれてࡽ
 とりわけ、య⨩についてࡣ、Ꮫᰯ教育法➨ 11 ᮲࡛⚗止されている行Ⅽ࡛あり、

教⫋ဨによる児童生徒へのࣃワー・ࣁラスメント行Ⅽの᭱たるもの࡛、児童生徒

の人権を侵害する⤯対にチされない行Ⅽ࡛あるという認識と⮬ぬを深め、య⨩᰿

⤯にྥけた取組のᚭᗏを図る。 
 いじめについてࡣ、いじめをཷけた児童生徒の教育をཷける権฼をⴭしく侵害

するỴしてチされない人権侵害࡛あるという認識のもとに、「いじめ防止対策推

進法」、ᅜ・ி㒔府・ᕷ⏫ᮧཬび各Ꮫᰯの「いじめ防止基ᮏ方㔪」ཬび府教ጤ作

成の「いじめの防止等のために㹼教⫋ဨ用ࣁンドࢵࣈク㹼」を踏まえ、組⧊的に

いじめの未然防止や᪩ᮇ発見・᪩ᮇ対応に努める。 
令和４年に改ゞされた生徒指導ᥦせの㊃᪨を踏まえ、特にᰯ๎についてࡣ、児    

童生徒⮬㌟が೺඲なᏛᰯ生活を㏦り、児童生徒の成㛗・発達を支援するもの࡛あ

るという理解を深めるとともに、教育┠ᶆの実現と児童生徒の୺య的・⮬❧的な

行動をಁすものとなるよう見┤し等の取組を進める。 

さࡽに、子どもの㈋ᅔ対策についてࡣ、「子どもの㈋ᅔ対策の推進に関する法

律」ཬび「➨㸰ḟி㒔府子どもの㈋ᅔ対策推進ィ⏬」に基づࡁ、す࡭ての子ども

が生まれ育つ環境にᕥྑされることなく、そのᑗ᮶にክやᕼᮃを持ࡗて成㛗して

いける社会の実現を┠指す取組の推進に努める。 
 

մ Ꮫᰯ࣭ᐙᗞ࣭ᆅᇦ社会ཬࡧ㛵ಀㅖᶵ㛵の㐃ᦠ࣭༠ാ 
 ಶ々の児童生徒のㄢ題に༶したࡁめ⣽かな指導の推進ཬび発達の段階に༶し

たయ⣔的な人権教育を推進するために、日ᖖ的・⥅⥆的な家庭との㐃ᦠをᙉ化す

るとともに、ᰯ種間㐃ᦠཬびᆅᇦ社会、関係ㅖ機関等との㐃ᦠ・༠ാを図る。 

 人権教育の指導方法について、◊✲指定ᰯや推進ᆅᇦにおいて◊✲・実㊶を行

い、その成ᯝを府ෆのす࡭てのᏛᰯに広くἼཬさࡏることなどにより、指導方法

のᕤኵ改ၿを図る。 

 また、児童生徒の社会ᛶや㇏かな人間ᛶをࡣぐくみ、⮬ᕫ有用感（⮬ᕫに対す

る⫯定的なホ౯）を㧗めるため、ከ様なయ㦂活動の機会の඘実に努める。 

 さࡽに、あࡺࡽる人権問題の解Ỵを┠指した⥲ྜ的な取組を推進するため、社

会教育との㐃ᦠ・༠ാに努め、ᆅᇦ社会の深いಙ㢗のもとに実㊶を進める。 

   

յ ඣ❺⏕ᚐの㞟ᅋの୰࡛の人㛫㛵ಀ࡙ࡃり 
 児童生徒が、㞟ᅋの中࡛஫いを理解・尊重しながࡽಙ㢗࡛⤖ࡤれ成㛗しྜう人

間関係をつくるようなᏛ⣭経ႠやᏛᰯづくりに努める。 
 また、児童生徒の⮬尊感情や⮬ᕫ有用感を㧗め、௚者を理解・尊重し、௚者と

ඹ感࡛ࡁるような㇏かな感ᛶをࡣぐくࡴ取組を進める。 
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社会ᩍ⫱ 

⏕ᾭのࡺࡽ࠶るᶵ会ࢆ㏻しࡓ人権ᩍ⫱の᥎㐍

 ᆅᇦの実ែに応じた人権教育の推進が図ࡽれるようయไの確❧に努めるとと

もに、生ᾭᏛ⩦のどⅬに❧ࡕ、ᗂ児かࡽ㧗㱋者に⮳るそれࡒれのライフࢧイクル

に応じて、あࡺࡽる機会やሙを㏻して一人一人の尊ཝを኱切にする教育の推進を

図る。

 また、人権教育をຠᯝ的に推進するために、Ꮫᰯ・家庭・ᆅᇦ社会ཬび関係ㅖ

機関・ᅋయ等が㐃ᦠ・༠ാした⥲ྜ的な取組をಁ進する。

ձ 人権Ꮫ⩦の඘ᐇ

Ꮫᰯ・家庭・ᆅᇦ・⫋ሙなど㌟㏆な生活のሙにおいて、人権尊重を日ᖖ生活の

⩦័として㌟に௜け実㊶することが࡛ࡁるよう、その理ᛕཬびྠ和問題（部ⴠ差

別）など様々な人権問題について正しい理解と認識を深めるᏛ⩦活動を඘実す

る。

 また、ᑡ子㧗㱋化や㧗ᗘ情報化、ࢢローバル化の進ᒎ、経῭᱁差のᣑ኱等によ

りከ様化・」㞧化する人権問題についてのᏛ⩦機会のᥦ౪に努める。

 その㝿、生ᾭᏛ⩦のどⅬに❧ࡗて、ᬑ㐢的などⅬかࡽのアࣉローチとಶ別的な

どⅬかࡽのアࣉローチにより、Ꮫ⩦者・ᆅᇦの実ែཬび府民のニーࢬを踏まえた

ෆᐜや方法のᕤኵ改ၿに努める。

 さࡽに、㞀害の有無にかかわࡎࡽㄡもがඹにいࡁいࡁとᬽࡽしやすい社会を┠

指したᏛ⩦の඘実に努める。

ղ ᐙᗞᩍ⫱のᨭ᥼ཬࡧ┦ㄯయไの඘ᐇ

ᆅᇦ社会඲య࡛ಖㆤ者を支援する取組により、す࡭てのಖㆤ者が安心して子ど

もの教育や子育てに関わることが࡛ࡁる環境づくりに努める。そのため、子育て

等についてᏛࡪ機会の඘実や情報ᥦ౪ཬび子育てや家庭教育に不安やᝎみを持

つಖㆤ者かࡽの┦ㄯయไの඘実を図るとともに、ಖㆤ者ྠኈが㌟㏆なとこ࡛ࢁ஺

ὶや┦ㄯが࡛ࡁるようࢵࢿトワークづくりを推進する。

ճ 社会ᩍ⫱㛵ಀ⫋ဨ等の人権ព識の㧗ᥭ

社会教育関係⫋ဨ等ࡣ、生ᾭᏛ⩦のどⅬに❧ࡗて、関係ㅖ機関・ᅋయ等とのࢿ

ࢬートすることにより、ᆅᇦの実ែ、府民のニーࢿ࢕ࢹトワークづくりをコーࢵ

を踏まえた人権教育を推進するୖ࡛重せなᙺ๭をᢸࡗている。そのため、指導者

として様々な人権問題についての理解と認識を深めるとともに、ᆅᇦの実ែに༶

した人権Ꮫ⩦のᕤኵ改ၿに取り組めるよう資㉁のྥୖを図る。

մ Ꮫᰯ࣭ᐙᗞ࣭ᆅᇦ社会ཬࡧ㛵ಀㅖᶵ㛵࣭ᅋయの㐃ᦠ࣭༠ാ

府民が生ᾭのあࡺࡽる機会やሙを㏻して人権についてのᏛ⩦をຠᯝ的に進め

るために、公民㤋等の社会教育施タ、㹎㹒㸿等の社会教育関係ᅋయ、Ꮫᰯ、関係

行ᨻ機関等の㐃ᦠをᙉ化する。

子どもが㇏かな人権感ぬをഛえ、よりよい社会とᖾ⚟な人生を๰りฟࡏるよ

う、ᆅᇦ社会において子どもྠኈがつながる、また子どもと኱人が༠ാする活動

を推進し、ᆅᇦ࡛子どもを育てる環境づくりに努める。

さࡽに、㟷ᑡ年の࣎ラン࢕ࢸア活動や⮬然య㦂活動などከ様なయ㦂活動等を඘

実するため、Ꮫᰯ・家庭・関係ㅖ機関・ᅋయ等の㐃ᦠ・༠ാを推進する。
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➨㸰❶
௧࿴㸴ᖺᗘにࡅ࠾る人権ᩍ⫱の㔜Ⅼⓗྲྀ⤌஦㡯 

Ꮫᰯᩍ⫱ 

ձ ᇶ♏Ꮫຊのᐃ╔࡜ᕼᮃ㐍㊰のᐇ⌧

⩦ಶに応じた指導を㏻じて基♏・基ᮏのᚭᗏを図るために、ᑠᏛ生ಶ別⿵඘Ꮫۑ

府❧㧗、（ࢱりスࡩ）⩦中Ꮫ生ಶ別⿵඘Ꮫ、（࢕ࢹࢱニア・わくわくスࣗࢪ）

ᰯ࡛のセカンドラーニンࢢ教ᐊ等の基♏Ꮫຊ定着の取組を組⧊的・ィ⏬的に実

施し、ᅔ㞴な状況に置かれた児童生徒のᏛຊのୗ支えを確実に行う（ୗグの図

をཧ↷）。また、これま࡛の◊✲事ᴗにより㛤発・実㊶されたᏛ⩦方法や教材

を積極的に活用する。

てࡗᗂ児教育とᑠᏛᰯ教育の෇⁥な接⥆のために、「ᗂ児ᮇの⤊わりま࡛に育ۑ

㧗ᰯま࡛ࡣにࡽ中Ꮫᰯ、さࡽしいጼ」をලయ的にಖᗂᑠ࡛ඹ有し、ᗂ児ᮇか࡯

を見㏻す中࡛確実に基♏Ꮫຊの定着を図る。

ຊの育成ࡪᏛࡽ⮬Ꮫ⩦⩦័の定着や、ࡏ児童生徒の基ᮏ的な生活⩦័を確❧さۑ

を図るために、教⫋ဨがまなび・生活アドバイザーやスクールカウンセラー等

と༠ാして⚟♴関係機関等への接⥆やそのための୎ᑀな┦ㄯ活動を行うなど

ಶ別支援に努める。

等のᤵᴗ方法やᑡ人ᩘᏛ⣭を適切に㑅ᢥしࢢーチン࢕ࢸ࣒ー࢕ࢸ、ᑡ人ᩘᤵᴗۑ

て有ຠに活用するとともに、ᤵᴗホ౯に基づくᤵᴗ改ၿを進める。

認知能ຊと㠀認知能ຊの୧㠃をྵめたものを児童生徒にᚲせなຊとして不ྍۑ

ศに捉え、これࡽをバランスよくࡣぐくࡴための取組を推進する。特に、子ど

もの㈋ᅔ対策推進のほⅬかࡽも、㠀認知能ຊをࡣぐくࡴことの重せᛶが指᦬さ

れていることを踏まえた取組の඘実に努める（ୖグの図をཧ↷）。

௧࿴㸴ᖺᗘに┠ᣦࡍᏛࡧの῝化࣭඘ᐇ㸦Ꮫᰯᩍ⫱の㔜Ⅼ㸧 
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௧࿴㸴ᖺᗘに┠ᣦࡍᏛࡧの῝化࣭඘ᐇ㸦Ꮫᰯᩍ⫱の㔜Ⅼ㸧 

認知能力と非認知能力を一体的にはぐくむ教育の展開

主体的な学び
●学ぶことに興味や関心をもち、見通しをもって

粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返っ
て次につなげる。

深い学び
●習得・活用・探究という学びの過程の中で、教

科等の特質に応じた見方・考え方を働かせて思
考・判断・表現し、学習内容を深く理解する。

「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業づくりの推進

基礎・基本の定着
●各種学力調査等の結果を組織的な授業改善や個別支援等

に効果的に活用する。
☆全ての子どもの学力を伸ばす取組の充実

☆授業とつなげる家庭学習の工夫（予習・復習）

生徒指導の機能
●児童生徒一人一人が分かる喜び、学ぶことの意義や

楽しさを感じられるよう生徒指導の機能を活かす。
☆自己決定の場、自己の存在感、共感的な人間関係、安全・

安心な風土

対話的な学び
●子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、

先哲の考え方を手がかりに考えること等を通じ、
自己の考えを広げ深める。

「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」を
バランスよく育成

知識の量や技能の習熟度など学力調査・検査等により
「数値で示すことが可能とされる力」（認知能力）

コミュニケーション能力や自尊心、社会性など「数値
で示すことが困難とされる力」（非認知能力）
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Ꮫຊ඘実にྥけて、ホ౯が児童生徒のᏛ⩦改ၿに生かされるよう、指導とホ౯ۑ

の一య化を図る。

子どもの㈋ᅔに係る実ែㄪᰝの⤖ᯝを踏まえ、「඲ᅜᏛຊ・Ꮫ⩦状況ㄪᰝ」やۑ

「ி㒔府Ꮫຊ・Ꮫ⩦状況ㄪᰝ㹼Ꮫびのࣃス࣏ート㹼」、「㧗ᰯ生のためのᏛび

の基♏デ᩿」等を活用して、Ꮫᰯ඲యཬびಶ々の児童生徒のࢹーࢱの把握・ศ

ᯒによりᏛຊの定着状況を的確に把握し、ಶ々の児童生徒のㄢ題に応じたලయ

的なアࣉローチを❧᱌する。

不Ⓩᰯ、発達㞀害のある児童生徒について、Ꮫᰯの教育┦ㄯ機能の඘実を図るۑ

とともに、不Ⓩᰯの児童生徒についてࡣ「児童生徒理解・教育支援ࢩート」、

発達㞀害のある児童生徒についてࡣ「ಶ別の教育支援ィ⏬」「ಶ別の指導ィ⏬」

「⛣行支援ࢩート」などを活用して、一人一人の状況や特ᛶに応じたࡁめ⣽か

な支援を⥅⥆的に行う。

ࠗ」、ࡣ不Ⓩᰯ児童生徒についてۑ 社会的⮬❧にྥけた不Ⓩᰯ児童生徒支援ィ⏬࠘

㹼ࠗࡁࡦこもり࠘の未然防止にྥけて㹼」に♧す問題ព識ཬび「ࠗ不Ⓩᰯ児童

生徒支援ࣁンドࢵࣈク࠘㹼社会的⮬❧にྥけた不Ⓩᰯ児童生徒支援について

㹼」を踏まえた支援を行うとともに、背景にいじめや人権ୖのㄢ題が₯࡛ࢇい

ないかに␃ពする。また、「⩏ົ教育の段階におけるᬑ㏻教育に┦当する教育

の機会の確ಖ等に関する法律」の㊃᪨を踏まえて教育機会の確ಖに努める。

るように、Ꮫᰯにおけるᑵ・ಟࡏ㞀害のある児童生徒が⮬❧と社会ཧຍをᯝたۑ

Ꮫやᑵ⫋・進Ꮫの支援に取り組ࡴ。

事㡯についての理解を深めることによࡁ࡭教⫋ဨ、生徒が᥇用㑅⪃᫬に㓄៖すۑ

り、ᑵ⫋差別解ᾘのための取組を確実に実施する。

ղ ேᶒᏛ⩦の඘ᐇ

て育てたい㈨㉁ࡌを図り、「人権ᩍ育を㏻ࡅ人権学習とྛᩍ⛉・ 㡿域との関㐃௜ۑ

・⬟ຊ」㸦 p.19をཧ↷㸧をᩍ育ά動全体で育成するための࢝リࣗ࢟ラࢿ࣐・࣒

。に努めるࢺメࣥࢪ

の学習をࡽいてಶู的などⅬかࡘ࿴問題㸦㒊ⴠᕪู㸧などᵝ々な人権問題にྠۑ

充実する。ࡑの㝿、「㒊ⴠᕪูゎᾘἲ」の「現ᅾもな࠾㒊ⴠᕪูがᏑᅾする」

というㄆ識の上に立ってྠ࿴問題㸦㒊ⴠᕪู㸧をめࡄる社会の実態をぢ┤すな

ど、人権問題を社会問題として正しࡃᤊえるとともに、すべての学ᰯで、ᕪู

ゎᾘをめࡊすἲの㊃᪨・┠的に㐺う人権学習を実᪋する。

ᬑ㐢的などⅬ、ࡏゎさ⌮ࡃ῝ࡃいてᗈࡘて、௒᪥の社会≧ἣにࡌ人権学習を㏻ۑ

かࡽのアࣟࣉーࢳとಶู的などⅬかࡽのアࣟࣉーࢳを 㑏さࡏる୰で、人との

ฟ会いや対ヰをල体的に✚み㔜ࡡるࡇとにより、ᕪูにࡘながる೫ぢ・ࢫテࣞ

ーシࣙࣥᢏ⬟、༠ຊ的・ᘓタ的に問ࢣࢽ࣑ࣗࢥ、めるᢏ⬟やࢃをぢきࣉ࢖ࢱ࢜

題ゎỴに取り組ࡴᢏ⬟とともに、生命や人㛫のᑛཝをᑛ㔜する態度、自ᑛឤ情

や自ᕫ᭷⏝ឤ、ከᵝᛶをᑛ㔜する態度の育成に努める。

ឤᰁ⑕にಀる೫ぢやᕪูࢫル࢖࢘ࢼࣟࢥ上の人権౵害や᪂ᆺࢺࢵࢿーࢱࣥ࢖ۑ

➼、社会情ໃのኚ໬➼により㢧ᅾ໬している人権にかかࢃるㄢ題を㋃ࡲえた学

習を実᪋する。

࿴問題㸦㒊ⴠᕪู㸧などᵝ々な人権問題にಀる人権学習を⣔⤫的・計画的にྠۑ

進めるために、「人権学習㈨ᩱ㞟」「人権学習実㊶事例㞟」「人権学習モデル

えて㛤発さࡲ㞟」のά⏝を図る。ຍえて、地域・学ᰯの実態を㋃࣒ラࣗ࢟リ࢝

れたᩍᮦなどをྛᰯの人権学習に㐺ษに఩⨨づࡅ、学ᰯ全体で組⧊的に、ຠᯝ

的な人権学習のᕤኵに努める。
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、のᵓ⠏に努める。そのために࣒ラࢢロࣉ⩦ᑠ・中Ꮫᰯ࡛のయ⣔的・ィ⏬的なᏛۑ

中Ꮫᰯ༊ෆのᑠᏛᰯ࡛౑用する教材について、⦆やかなඹ㏻化を図り、そのୖ

に中Ꮫᰯ࡛のᏛ⩦を一ᒙຠ⋡的・ຠᯝ的に実施するなどの◊✲を進める。

୺య的・対ヰ的࡛深いᏛびのどⅬを積極的に、ࡣ人権Ꮫ⩦の指導方法についてۑ

取りධれたり、ཧຍ型のᏛ⩦を取りධれたりするなど、様々なᏛ⩦ᙧែのᕤኵ

に努める。

人権Ꮫ⩦をཧほྍ能なᤵᴗとしてಖㆤ者やᆅᇦへ積極的に公㛤するなど、家庭ۑ

・ᆅᇦ社会の理解とಙ㢗のもと࡛実㊶する。

北朝鮮人権侵」「ストࢸ人権作文コン」「ーコンクールࢱス࣏人権᧦ㆤ啓発」ۑ

害問題啓発週間作文コンクール」等への積極的なཧຍをಁすなど、様々なᏛ⩦

機会を活用した取組を推進する。

ճ ᩍ⫋ဨの人権ព識の㧗ᥭ

令和元年ۑ 11 月実施の「人権教育に関する教⫋ဨのព識ㄪᰝ」࡛ࡣ、人権問題

に係る知識の定着にㄢ題が見ࡽれるとともに、年㱋によࡗて人権問題に対する

ཷけ止め方が␗なることや指導方法に不安がある等のㄢ題が᫂ࡽかになࡗた。

これࡽの⤖ᯝを踏まえて、◊ಟ等の改ၿに努める。

てのᏛᰯにおいて、人権教育を推進するためのᰯෆయไをᩚえ、ィ⏬的な࡭すۑ

ᰯෆ◊ಟを実施するとともに、日ᖖのᴗົの中࡛⟶理⫋や人権教育の経㦂㇏か

な教⫋ဨを中心に㹍㹈㹒をព識した取組を進め、偏見や差別等による生ࡁづࡽ

さを抱えた人々に係る様々な人権問題に対応する。

差別の解ᾘを┠指す法律の施行にకう様々な変化などの௒日的、ࡣෆ◊ಟ࡛ᰯۑ

状況を༑ศに踏まえるとともに、ᆅᇦの実ែや歴史的経㐣を的確に把握した人

権教育の推進につながるように◊ಟを実施する。

ࡁ教⫋ဨの実㝿の指導に生かすことが࡛、ࡣーにおいてࢱி㒔府⥲ྜ教育センۑ

るຠᯝ的な◊ಟを௻⏬し、ࣜࣕ࢟アスࢸーࢪに応じた◊ಟや࢜ンライン◊ಟ等

を㏻じて、教⫋ဨの実㊶ຊ・指導ຊのྥୖを図る。

- 7 -



- 7 -
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かࡽのアࣟࣉーࢳとಶู的などⅬかࡽのアࣟࣉーࢳを 㑏さࡏる୰で、人との
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➼、社会情ໃのኚ໬➼により㢧ᅾ໬している人権にかかࢃるㄢ題を㋃ࡲえた学

習を実᪋する。

࿴問題㸦㒊ⴠᕪู㸧などᵝ々な人権問題にಀる人権学習を⣔⤫的・計画的にྠۑ

進めるために、「人権学習㈨ᩱ㞟」「人権学習実㊶事例㞟」「人権学習モデル

えて㛤発さࡲ㞟」のά⏝を図る。ຍえて、地域・学ᰯの実態を㋃࣒ラࣗ࢟リ࢝

れたᩍᮦなどをྛᰯの人権学習に㐺ษに఩⨨づࡅ、学ᰯ全体で組⧊的に、ຠᯝ

的な人権学習のᕤኵに努める。
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害問題啓発週間作文コンクール」等への積極的なཧຍをಁすなど、様々なᏛ⩦

機会を活用した取組を推進する。

ճ ᩍ⫋ဨの人権ព識の㧗ᥭ

令和元年ۑ 11 月実施の「人権教育に関する教⫋ဨのព識ㄪᰝ」࡛ࡣ、人権問題

に係る知識の定着にㄢ題が見ࡽれるとともに、年㱋によࡗて人権問題に対する

ཷけ止め方が␗なることや指導方法に不安がある等のㄢ題が᫂ࡽかになࡗた。

これࡽの⤖ᯝを踏まえて、◊ಟ等の改ၿに努める。

てのᏛᰯにおいて、人権教育を推進するためのᰯෆయไをᩚえ、ィ⏬的な࡭すۑ

ᰯෆ◊ಟを実施するとともに、日ᖖのᴗົの中࡛⟶理⫋や人権教育の経㦂㇏か

な教⫋ဨを中心に㹍㹈㹒をព識した取組を進め、偏見や差別等による生ࡁづࡽ

さを抱えた人々に係る様々な人権問題に対応する。

差別の解ᾘを┠指す法律の施行にకう様々な変化などの௒日的、ࡣෆ◊ಟ࡛ᰯۑ

状況を༑ศに踏まえるとともに、ᆅᇦの実ែや歴史的経㐣を的確に把握した人

権教育の推進につながるように◊ಟを実施する。

ࡁ教⫋ဨの実㝿の指導に生かすことが࡛、ࡣーにおいてࢱி㒔府⥲ྜ教育センۑ

るຠᯝ的な◊ಟを௻⏬し、ࣜࣕ࢟アスࢸーࢪに応じた◊ಟや࢜ンライン◊ಟ等

を㏻じて、教⫋ဨの実㊶ຊ・指導ຊのྥୖを図る。

ɶ学校編 ɶ学校編Ⅱ 高等学校編 高等学校編Ⅱ

女性 ⑬ ３年「ဏ女ᨽဇೞ会ר等ඥ」 ⑧ 「እૣな人間᧙̞をሰくために」 ④  ῏女性のࢫл？ဏ性のࢫл？ῐ

ཛፕᘮ害者等
⑩ 「二ഏ的ᘮ害をɨえるь害者と
ならないために」

さまざまな
人権問題

㉒ １年「ᡛ̮ボἑンはᾞᾚ？」※
㉓ ２年「ᚕᓶの力、ᅶの思いーあな
たはどんなメッセージをᡛります
か？ὼ」

⑪ ２年「さまざまな性について考え
よう」

⑯ 「情إ社会に๼ớፑをႆ見せ
よ」※
⑰ 「ᅶのここを見てください～πദ
な੔ဇᢠ考がされる社会をめざして
～」

「？ಮな性って˴だろうٶ」 ⑪
⑭「҅ஔᮗ当ޅによるਇᐲ問題等
に᧙する学習」

㉑ ３年「命尊しー本ӸをӸʈる意
ԛー」

⑭ 「৙ちଢけてくれてありがとうーܔ
཯とዌஓからの生ᢩー」
⑮ 「もしそれがᅶだったらーᵏᵎᵎ年
にӏố人権̛害のഭӪとྵཞー」

⑧ 「ἪイトスἦーἓのᏑ୎」
⑨ 「ᢌいを認め、σに生きる」

⑤ 「高齢者とσに生きるために」

⑰ １年「ともに生きていくために」
⑱ ２年「ノーマライἎーションのܱྵ
にӼけて」

⑥ ２年「お互いをྸᚐしよう～ႆ達
障害のある友だちとのよりᑣい᧙わ
り૾～」
⑦ １年「׉っている人に٣をかけよ
う～障害のある人のᇌئにᇌって
～」
⑧ ２・３年「視ᙾ障害者・Ꭾᙾ障害
者ồの合ྸ的ᣐॾはどうすればい
い？」

⑪ 「ともに生きる～σ生社会の一
員として～」

⑥ 「障害の『社会ἴἙル』と障害者
権Мவኖ」ᵍ「障害者差別ᚐෞඥと
合ྸ的ᣐॾ」ᵍ「心のバリアフリー」
⑦ ῏ἣラリンἦックの意義ῐ

⑯ ３年「年᠛」 ⑩ 「σ生社会のܱྵをめざして」

⑲ １・２年「Ốれあい」
⑳ ３年「人は知ることで、たくましく
なれる、Οしくなれる」

⑫ ２・３年「ˁʙと生෇のᛦ和（ὁー
ク・ライフ・バランス）のܱྵを目ਦし
て」
⑬ １年「だれにでも、こころがᒊしい
ときがあるから・・・」

⑪ ２年「花ー文字をᜤることー」
⑫ ３年「঻が子ồ」

③ ３年「ኽ۟差別を考えよう～ある
二人のኽ۟について～」
④ ３年「ወ一ࣖѪဇኡから学ぼう
「～Ꮀ差別をなくすӕኵݼ～

⑥ 「ᘮ差別部落のഭӪ」
⑦ 「差別とӼき合い、ʈり越えるた
めに～ኽ۟差別を考える～」

② 「ᘮ差別部落のഭӪから学ố
　Ӟˊ～ɶ世編὾ᡈ世～ᡈˊ編」
③「ʻでも部落差別はあるのです
かẇ」
⑬ 「ʙЭႇ᥵׹本人ᡫ知Сࡇ」ᵍ
Ꮀ差別ᚐෞにӼけたӕኵῐݼ῏

⑭ １年「ラストシーンはこうでなくっ
ちゃ（シーン３をо作しよう）」
⑮ ２・３年「世界の子どもたちはʻ」

⑤ １年「どうして？～『いじめ』につ
いて考える～」

⑨ 「δᇜᖋࢳ」
⑫  「いじめをなくすために自分がで
きることは˴だろう？～自分のᘍѣ
をỐりᡉろう～」

⑨ ３年「Ἢイトスἦーἓって˴？」
⑩ ２年「ọょうたん޽問題～ٶ文
化σ生社会のܱྵを目ਦして～」

⑫ 「心の国ᨥ化をめざして～外国
人とともに～」
⑬ 「みんなに知ってỖしいこと」

差別の構造

⑦ １年「Ỹỵン・Ỹỵンーݣᇌから学
ố①ー」
⑧ ２年「視点メỾ἟ーݣᇌから学
ố②ー」

① １年「『Ⴛ৖の気持ち』を考えよう
～SᵬSɥでのよりᑣいコミュニケー
ション～」

「ᇌから学ốݣ」 ④

⑨ １年「ちがいのちがい」
⑩ ２年「᫘習・ᡕ̮」

個
別
的
な
視
点

同和問題
（部落差別）

子ども

高齢者

外国人

ハンセン病・エイ
ズ（AIDS、後天性
免疫不全症候
群）・ＨＩＶ感染
症・難病患者等

障害のある人

社会情勢の変化等
により顕在化してい
る人権にかかわる
課題

※Үがついている教材は、࠯成ᵐᵖ年ࡇから「社会情勢の変化等」にˮፗ˄けられたが、この表では作成当時の視点のഇにᚡ᠍しているẇ

普
遍
的
な
視
点

生命や
人間の尊厳

コミュニケーショ
ン能力

人権の意義

自尊感情

② １年「͞見って˴？」 ⑤ 「気づき（どうしてなんだろう？）」

② 「঻ら地ྶ家ଈ！」 ① 「自分らしく生きる」

をៃốーἣラリンἦック・アスٹ」 ①
リートの挑戦ー」

① １・２年「ଢ日もまた生きていこ
う」
② ２・３年「生きててくれてありがと
う」

③ １年「ᅶたちがሰく、ᅶたちの学
校生෇＜権Мとᝧ˓＞」
④ ２・３年「世界人権ܳᚕ」

⑤ ２年「いつの日か、花をԵかせ
て」
⑥ ３年「ᚕᓶの花ள」

③ 「かけがえのないᅶ、あなた」

＜京都府教育委員会作成　人権学習資料一覧表＞　（丸囲みの数字は教材番号）

小学校編Ⅰ 小学校編Ⅱ 小学校編Ⅲ 小学校編Ⅳ

女性
⑭ ２年 「いろんな　あそび　見つけ
たよ」

⑥ ５・６年 「どっちがやるの？」

さまざまな
人権問題

⑮ ４年 「電子メールがきたよ」※
⑭ ５・６年 「『掲示板』って知って
る？」※

⑭ ４年「『いろいろな性ってなんだろ
う？』」

⑨ ３・４年 「ないた赤おに」
⑬ ４年 「あなたならなんて答える」

② ５年 「半分の写真から」
⑮ ６年 「キング牧師」

⑦ １年 「うれしい　おてがみ」 ⑰ ６年 「エイズと闘った少年」

③ １年 「かえりみち」
⑫ ２年 「ドッジボール」

⑦ ３・４年 「あなたならどうする？ど
う思う？」
⑫ ４年 「友達」

④ ５年 「たすけにいこう」
⑬ ５・６年 「子どもだけれど」

⑪ １・２年 「きこう　はなそう　かお
を　見て」

⑧ ３・４年 「どんなことができるか
な」

⑩ ５・６年 「バリアフリーってどんな
こと？」
⑪ ５・６年 「コミュニケーションして
みよう」

⑤ ５・６年「こんな時　あなたならど
うする？」
⑮ ５・６年「それって本当？」

② １年 「なんて　いったら　いいの
かな」
⑬ ２年 「自こしょうかい　すごろく」

② ３年 「わたしメッセージ」
⑪ ４年 「お祭りにいこう」

⑤ ５・６年 「旅館の部屋は？」
⑨ ５・６年 「こんな時、どうする？」

③ ２年「文字でかいわをしよう」
④ ５・６年「どう感じるかな」
⑧ ３・４年「なにかできるかな？な
にができるかな？」

⑰ ４年「ざる」
⑲ ６年 「『誇り』をかけた闘い」
⑳ ６年 「人の世に熱あれ　人間に
光あれ」

⑨ ５・６年「見た目だけでは分から
ないけど　知っていた？」
⑩ ６年「『バリアフリー』について考
えよう」

⑥ １年 「せかいの　がっこう」
① ３年 「いろいろな国」
⑯ ４年 「二つの祖国を持って」

⑯ ６年 「サムルノリ」
⑪ ２・３年「どこからきたのかな？」
⑫ ５・６年「国境を越えた絆」
⑬ ４年「お互いのことを認め合おう」

⑥ 5・６年「『いじめは残酷だ』」
⑦ ３～６年「いじめの種　ぼくめつ作
戦　～見つめ直そう　自分のクラス
～」

⑩ １・２年 「おじいちゃんや　おばあ
ちゃんたちの　一日」
⑰ ２年 「大すきな　おばあちゃん」

⑤ １年 「せみの　ようちゅう」
⑯ ２年 「あなたが　生まれた時」

① １年 「ともだち　だいすき」
⑮ ２年 「やさしい心」

④ １年 「ぼく　わたし　はっけん」
⑧ １・２年 「ぼくの　『すてき！』」

⑨ １・２年 「どんな　気もちかな」
⑱ ２年 「あしなが」

普
遍
的
な
視
点

生命や
人間の尊厳

人権の意義

個
別
的
な
視
点

子ども

高齢者

障害のある人

同和問題
（部落差別）

ハンセン病・エイ
ズ（AIDS、後天性
免疫不全症候
群）・ＨＩＶ感染
症・難病患者等

外国人

社会情勢の変化等
により顕在化してい
る人権にかかわる
課題

自尊感情

コミュニケーショ
ン能力

差別の構造

① ６年 「まちづくりプロジェクトに挑
戦！」

② ３・4年「わたしってどんな人」

④ ３年 「地雷ではなく花を」
⑩ ４年 「ぼくなんか」

① ５年 「命　～せいいっぱい生きる
～」

③ ３年 「あるといい　ないとこまる」
⑭ ４年 「世界に一つだけの花」

⑱ ６年　「『人権』について考えよ
う」

⑤ ３・４年 「みんなちがって　みん
ないい」

③ ５年 「あなたの○○が好きです」
⑦ ５・６年 「トマトとメロン」
⑧ ５・６年 「アイ・メッセージ」

⑥ ３・４年 「ぼくの　おじいちゃんと
おばあちゃん」

⑫ ５・６年 「ばあちゃん、家に帰ろ
う」

人権学習㈨ᩱ一ぴ⾲
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人権Ꮫ」「人権教育指導資料」「クࢵࣈンドࣁ教⫋ဨ人権◊ಟ」府教ጤ作成のۑ

⩦資料㞟」「人権Ꮫ⩦実㊶事౛㞟」「人権Ꮫ⩦ࣔࢹルカࣜࣗ࢟ラ࣒㞟」や「ࣜ

ーフレࢵト（教⫋ဨ◊ಟの඘実のために・人権教育を推進するために）」等の

活用、⟶理⫋や人権教育ᢸ当者による「たより・㏻ಙ」の発行等を㏻じて、一

人一人の教⫋ဨが୺య的かつ日ᖖ的に◊ಟに努める。特に、教⫋ဨの人権ព識

ないことを認識し、人権尊重の⢭⚄にあࡣけにᚲせなわけ࡛ࡔ人権Ꮫ⩦の᫬ࡣ

 。れたᏛᰯづくりのために、⮬ศの人権ព識を᣺り㏉るࡩ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◊たᰯෆࡏ人権Ꮫ⩦についてのᤵᴗ◊✲等、事๓・事ᚋの教材◊✲を組みྜわۑ

ಟを実施するなど、教⫋ဨ間࡛指導ෆᐜのඹ㏻理解を図るとともに、指導方法

のᕤኵ改ၿを図り、実㊶ຊ・指導ຊをྥୖさࡏる。 
඘実した人権Ꮫ⩦を実施し、ಶ別の人権問題に係る┦ㄯに的確かつ、ࡣ教⫋ဨۑ

るよう、様々なಶ別法に♧された基ᮏ認識、社会の実ែなࡁめ⣽かに対応࡛ࡁ

どについての理解を深めるとともに、組⧊的に対応するព識とᢏ能を㌟に௜ける。 
᥇用㠃接᫬の㐪཯㉁問や⤫一応ເ用⣬等のไ定経㐣・㊃᪨、⫋ᴗ安定法等の規ۑ

定などについて、認識を深める。 
等を積極的に活「ࡁయ⨩防止のᡭᘬ」、ࡣラスメント行Ⅽについてࣁయ⨩等のۑ

用したᰯෆ◊ಟの実施によるయ⨩᰿⤯にྥけた取組、「コンࣉライアンスࣁン

ドࢵࣈク」等を活用したセクࣗࢩアル・ࣁラスメントやࣃワー・ࣁラスメント

の未然防止にྥけた取組をᚭᗏする。 
等「ク㹼ࢵࣈンドࣁいじめの防止等のために㹼教⫋ဨ用」、ࡣいじめについてۑ

を活用して教⫋ဨが◊ಟを深め、Ꮫᰯとして組⧊的かつ㎿㏿に対応する。 
まなび・生活アドバイ、ࡣアラーの支援についてࢣࢢ子どもの㈋ᅔ対策やࣖンۑ

ザー等のᑓ㛛家との༠ാやᑓ㛛家による◊ಟ等を㏻じて、ಶ々の教⫋ဨが児童

生徒の抱えるㄢ題にẼ௜く広いど㔝や深い認識、ㄢ題解Ỵを図る実㊶的ຊ㔞を

㌟に௜けるとともに、ࢣース会㆟のෆᐜを඘実し、Ꮫᰯとしてのㄢ題解Ỵຊの

ྥୖに努める。 

Ꮫᰯ・教育ጤ」「児童⹢ᚅの防止等に関する法律」ࡣ児童⹢ᚅについて、Ꮫᰯۑ

ဨ会等ྥけ⹢ᚅ対応のᡭᘬࡁ」ཬび府教ጤ作成の「子どものＳ㹍Ｓࢧインを見

㏨さないために㹼教⫋ဨのための児童⹢ᚅ防止・対応ࣜーフレࢵト㹼」を踏ま

えて᪩ᮇ発見に努め、児童⹢ᚅをཷけたとᛮわれる児童を発見した者ࡣ、⚟♴

事ົᡤ・児童┦ㄯᡤへの㏻࿌⩏ົがあることを踏まえた㎿㏿・適切なಖㆤཬび

対応を行うとともに、「Ꮫᰯ、ಖ育ᡤ、認定こどもᅬཬび認ྍ外ಖ育施タ等か

児童┦ㄯᡤへの定ᮇ的な情報ᥦ౪に関する指㔪」を踏まえて、組ࡣᕷ⏫ᮧཪࡽ

⧊的に対応するためのᰯෆయไの඘実を図る。教⫋ဨࡣ、児童⹢ᚅに関する理

解・認識を深め、児童⹢ᚅを発見しやすい❧ሙにあることへの⮬ぬを㧗める。 
኱Ꮫ等教育機関へのὴ㐵◊ಟ等により、人権教育推進の中᰾となる人材を㣴成ۑ

するとともに、その◊ಟ成ᯝを広くἼཬさࡏる。 

教⫋ဨ人権◊ಟࣁンドࢵࣈクかࡽ 
発ゝ等（࿧び方、不適切なゝⴥ、஘ᭀなゝⴥ、メールやۑ  SNS など） 
 現（ᥖ♧≀等、児童生徒の作ရ、Ꮫᰯが発ಙする文᭩など）⾲ۑ 
 情報⟶理（ಶ人情報の⟶理、ㄪᰝෆᐜ、事౛◊✲の資料など）ۑ 
 Ꮫ⩦環境のᩚഛ（教ᐊのᩚ理ᩚ㡻、Ꮫ⩦規律の確ಖなど）ۑ 
 （いじめ、児童生徒の発ゝ等）ࡁẼ௜ۑ 
  教⫋ဨどうしの関わりۑ 
  その௚（ⴭ作権、⏬ീ等の活用など）ۑ 
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մ Ꮫᰯ࣭ᐙᗞ࣭ᆅᇦ社会ཬࡧ㛵ಀㅖᶵ㛵の㐃ᦠ࣭༠ാ 
子どもの㈋ᅔ対策の取組を推進するために、まなび・生活アドバイザーを中᰾ۑ

として、ࣉラࢵトフ࢛ー࣒としてのᏛᰯの組⧊をᩚഛし、機能ᙉ化を図る。そ

のために、まなび・生活アドバイザー等のᑓ㛛家や各種支援ဨと教ဨとのつな

や児童生徒支援ຍ㓄等が積極的に௵ົを（ーࢱーࢿ࢕ࢹコー）ᙺとなる教ဨࡂ

ᯝたす。 
アラー㐃ᦠ支援マニࣗアࢣࢢアラーの支援について、「ࣖンࢣࢢンࣖ、ࡣᏛᰯۑ

ル」を踏まえ、まなび・生活アドバイザー等のᑓ㛛家や「ி㒔府ࣖンࢣࢢアラ

ー⥲ྜ支援センࢱー」との㐃ᦠに努める。 

ி㒔府が実施する「こどものᇛづくり事ᴗ」の中のᆅᇦ未᮶ሿや子ど、ࡣᏛᰯۑ

もを支援するᆅᇦの関係機関による各種の生活・Ꮫ⩦支援活動（ࡦとりぶ家庭

の子どものᒃሙᡤづくり事ᴗ、子ども㣗ᇽ、生活ᅔ❓者⮬❧支援事ᴗ等）と⥭

ᐦに㐃ᦠ・༠ാする。 
日ᖖ、ࡽかにしながࡽその背景とཎᅉを᫂、ࡣㄢ題を抱えた児童生徒についてۑ

的・⥅⥆的な家庭との㐃ᦠや積極的なᏛ⩦・進㊰、生活に係る┦ㄯを行うとと

もに、ㄢ題の᪩ᮇ解ỴのためにᏛᰯが積極的にᰯ種間㐃ᦠやᆅᇦ社会・関係ㅖ

機関との㐃ᦠ㺃༠ാに努め、教育と⚟♴のᙉいつながりのもと࡛支援する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
社会教育における家庭教育支援の取組と㐃動して、「積極的に支援をᒆける」ۑ

というጼໃ࡛家庭の教育ຊのྥୖのための様々な支援に努める。 
教育の機会ᆒ等を実㉁化するために、「ᑵ・ಟᏛཬび進Ꮫ・ᑵ⫋を支援するたۑ

めの援ㆤไᗘ一ぴ」等を活用してಖㆤ者・児童生徒に対しලయ的に援ㆤไᗘの

活用方法をᥦ♧するなど、よりࡁめ⣽かな家庭等との㐃ᦠに努める。 
ての児童生徒に対して、య⣔的㺃ィ⏬的に人権ព識の㧗ᥭを図り、ྠ和問࡭すۑ

題（部ⴠ差別）など様々な人権問題についての正しい理解や認識を深め、解Ỵ

にྥけて実㊶࡛ࡁるព識・ពḧ・ែᗘを育成するために、ᰯ種間㐃ᦠ、Ꮫᰯ間

஺ὶを一ᒙ඘実する。 
いじめやᭀຊ行Ⅽについて、ᚲせに応じて㆙ᐹ等と㐃ᦠを図るなど、ㄢ題を抱ۑ

える児童生徒へのಶ別支援と生徒指導యไのᙉ化を図る。 
ࠗ」、ࡣ不Ⓩᰯ児童生徒についてۑ 社会的⮬❧にྥけた不Ⓩᰯ児童生徒支援ィ⏬࠘

㹼ࠗࡁࡦこもり࠘の未然防止にྥけて㹼」ཬび「ࠗ不Ⓩᰯ児童生徒支援ࣁンド

ク࠘㹼社会的⮬❧にྥけた不Ⓩᰯ児童生徒支援について㹼」を踏まえ、ᕷࢵࣈ

⏫ᮧの教育支援センࢱーへの接⥆やᚲせに応じて民間のフࣜースクールなど

との㐃ᦠに努める。 
、ため、社会教育や関係行ᨻ機関と㐃ᦠしてࡴぐくࡣ社会ᛶや㇏かな人間ᛶをۑ

ᆅᇦ社会の深いಙ㢗のもと、ከ様なయ㦂活動の機会の඘実に努める。 
 

յ ඣ❺⏕ᚐの㞟ᅋの୰࡛の人㛫㛵ಀ࡙ࡃり 
஫いに⮬ᕫ有用感を㧗めྜえるようなᏛ、ࡁ児童生徒が、⮬ศのᏑᅾを確認࡛ۑ

⣭ෆ࡛の関係ᛶを育てる取組に努め、児童生徒が⮬௚のⰋさを認めྜい尊重し

ྜえるែᗘを育成する。また、そのために、ᅔ㞴な状況に置かれている児童生

ཧ⪃ 
平成ۑ  30 年㸵月５日௜け 30 文⛉生➨ 267 ྕ「子ども㣗ᇽの活動に  

関する⚟♴部局との㐃ᦠについて（㏻知）」 
平成ۑ  30 年 10 月㸯日௜け 30 文⛉生➨ 435 ྕ「生活ᅔ❓者⮬❧支援  

ไᗘに関するᏛᰯや教育ጤဨ会等と⚟♴関係機関との㐃ᦠについ  

て（㏻知）」 
平成ۑ  30 年 12 月 27 日௜け  30 ཷึ児生➨５ྕ「Ꮫᰯ等と法ົ┬の人  

権᧦ㆤ機関との㐃ᦠᙉ化について（㏻知）」    など 
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人権Ꮫ」「人権教育指導資料」「クࢵࣈンドࣁ教⫋ဨ人権◊ಟ」府教ጤ作成のۑ

⩦資料㞟」「人権Ꮫ⩦実㊶事౛㞟」「人権Ꮫ⩦ࣔࢹルカࣜࣗ࢟ラ࣒㞟」や「ࣜ

ーフレࢵト（教⫋ဨ◊ಟの඘実のために・人権教育を推進するために）」等の

活用、⟶理⫋や人権教育ᢸ当者による「たより・㏻ಙ」の発行等を㏻じて、一

人一人の教⫋ဨが୺య的かつ日ᖖ的に◊ಟに努める。特に、教⫋ဨの人権ព識

ないことを認識し、人権尊重の⢭⚄にあࡣけにᚲせなわけ࡛ࡔ人権Ꮫ⩦の᫬ࡣ

 。れたᏛᰯづくりのために、⮬ศの人権ព識を᣺り㏉るࡩ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◊たᰯෆࡏ人権Ꮫ⩦についてのᤵᴗ◊✲等、事๓・事ᚋの教材◊✲を組みྜわۑ

ಟを実施するなど、教⫋ဨ間࡛指導ෆᐜのඹ㏻理解を図るとともに、指導方法

のᕤኵ改ၿを図り、実㊶ຊ・指導ຊをྥୖさࡏる。 
඘実した人権Ꮫ⩦を実施し、ಶ別の人権問題に係る┦ㄯに的確かつ、ࡣ教⫋ဨۑ

るよう、様々なಶ別法に♧された基ᮏ認識、社会の実ែなࡁめ⣽かに対応࡛ࡁ

どについての理解を深めるとともに、組⧊的に対応するព識とᢏ能を㌟に௜ける。 
᥇用㠃接᫬の㐪཯㉁問や⤫一応ເ用⣬等のไ定経㐣・㊃᪨、⫋ᴗ安定法等の規ۑ

定などについて、認識を深める。 
等を積極的に活「ࡁయ⨩防止のᡭᘬ」、ࡣラスメント行Ⅽについてࣁయ⨩等のۑ

用したᰯෆ◊ಟの実施によるయ⨩᰿⤯にྥけた取組、「コンࣉライアンスࣁン

ドࢵࣈク」等を活用したセクࣗࢩアル・ࣁラスメントやࣃワー・ࣁラスメント

の未然防止にྥけた取組をᚭᗏする。 
等「ク㹼ࢵࣈンドࣁいじめの防止等のために㹼教⫋ဨ用」、ࡣいじめについてۑ

を活用して教⫋ဨが◊ಟを深め、Ꮫᰯとして組⧊的かつ㎿㏿に対応する。 
まなび・生活アドバイ、ࡣアラーの支援についてࢣࢢ子どもの㈋ᅔ対策やࣖンۑ

ザー等のᑓ㛛家との༠ാやᑓ㛛家による◊ಟ等を㏻じて、ಶ々の教⫋ဨが児童

生徒の抱えるㄢ題にẼ௜く広いど㔝や深い認識、ㄢ題解Ỵを図る実㊶的ຊ㔞を

㌟に௜けるとともに、ࢣース会㆟のෆᐜを඘実し、Ꮫᰯとしてのㄢ題解Ỵຊの

ྥୖに努める。 

Ꮫᰯ・教育ጤ」「児童⹢ᚅの防止等に関する法律」ࡣ児童⹢ᚅについて、Ꮫᰯۑ

ဨ会等ྥけ⹢ᚅ対応のᡭᘬࡁ」ཬび府教ጤ作成の「子どものＳ㹍Ｓࢧインを見

㏨さないために㹼教⫋ဨのための児童⹢ᚅ防止・対応ࣜーフレࢵト㹼」を踏ま

えて᪩ᮇ発見に努め、児童⹢ᚅをཷけたとᛮわれる児童を発見した者ࡣ、⚟♴

事ົᡤ・児童┦ㄯᡤへの㏻࿌⩏ົがあることを踏まえた㎿㏿・適切なಖㆤཬび

対応を行うとともに、「Ꮫᰯ、ಖ育ᡤ、認定こどもᅬཬび認ྍ外ಖ育施タ等か

児童┦ㄯᡤへの定ᮇ的な情報ᥦ౪に関する指㔪」を踏まえて、組ࡣᕷ⏫ᮧཪࡽ

⧊的に対応するためのᰯෆయไの඘実を図る。教⫋ဨࡣ、児童⹢ᚅに関する理

解・認識を深め、児童⹢ᚅを発見しやすい❧ሙにあることへの⮬ぬを㧗める。 
኱Ꮫ等教育機関へのὴ㐵◊ಟ等により、人権教育推進の中᰾となる人材を㣴成ۑ

するとともに、その◊ಟ成ᯝを広くἼཬさࡏる。 

教⫋ဨ人権◊ಟࣁンドࢵࣈクかࡽ 
発ゝ等（࿧び方、不適切なゝⴥ、஘ᭀなゝⴥ、メールやۑ  SNS など） 
 現（ᥖ♧≀等、児童生徒の作ရ、Ꮫᰯが発ಙする文᭩など）⾲ۑ 
 情報⟶理（ಶ人情報の⟶理、ㄪᰝෆᐜ、事౛◊✲の資料など）ۑ 
 Ꮫ⩦環境のᩚഛ（教ᐊのᩚ理ᩚ㡻、Ꮫ⩦規律の確ಖなど）ۑ 
 （いじめ、児童生徒の発ゝ等）ࡁẼ௜ۑ 
  教⫋ဨどうしの関わりۑ 
  その௚（ⴭ作権、⏬ീ等の活用など）ۑ 
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մ Ꮫᰯ࣭ᐙᗞ࣭ᆅᇦ社会ཬࡧ㛵ಀㅖᶵ㛵の㐃ᦠ࣭༠ാ 
子どもの㈋ᅔ対策の取組を推進するために、まなび・生活アドバイザーを中᰾ۑ

として、ࣉラࢵトフ࢛ー࣒としてのᏛᰯの組⧊をᩚഛし、機能ᙉ化を図る。そ

のために、まなび・生活アドバイザー等のᑓ㛛家や各種支援ဨと教ဨとのつな

や児童生徒支援ຍ㓄等が積極的に௵ົを（ーࢱーࢿ࢕ࢹコー）ᙺとなる教ဨࡂ

ᯝたす。 
アラー㐃ᦠ支援マニࣗアࢣࢢアラーの支援について、「ࣖンࢣࢢンࣖ、ࡣᏛᰯۑ

ル」を踏まえ、まなび・生活アドバイザー等のᑓ㛛家や「ி㒔府ࣖンࢣࢢアラ

ー⥲ྜ支援センࢱー」との㐃ᦠに努める。 

ி㒔府が実施する「こどものᇛづくり事ᴗ」の中のᆅᇦ未᮶ሿや子ど、ࡣᏛᰯۑ

もを支援するᆅᇦの関係機関による各種の生活・Ꮫ⩦支援活動（ࡦとりぶ家庭

の子どものᒃሙᡤづくり事ᴗ、子ども㣗ᇽ、生活ᅔ❓者⮬❧支援事ᴗ等）と⥭

ᐦに㐃ᦠ・༠ാする。 
日ᖖ、ࡽかにしながࡽその背景とཎᅉを᫂、ࡣㄢ題を抱えた児童生徒についてۑ

的・⥅⥆的な家庭との㐃ᦠや積極的なᏛ⩦・進㊰、生活に係る┦ㄯを行うとと

もに、ㄢ題の᪩ᮇ解ỴのためにᏛᰯが積極的にᰯ種間㐃ᦠやᆅᇦ社会・関係ㅖ

機関との㐃ᦠ㺃༠ാに努め、教育と⚟♴のᙉいつながりのもと࡛支援する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
社会教育における家庭教育支援の取組と㐃動して、「積極的に支援をᒆける」ۑ

というጼໃ࡛家庭の教育ຊのྥୖのための様々な支援に努める。 
教育の機会ᆒ等を実㉁化するために、「ᑵ・ಟᏛཬび進Ꮫ・ᑵ⫋を支援するたۑ

めの援ㆤไᗘ一ぴ」等を活用してಖㆤ者・児童生徒に対しලయ的に援ㆤไᗘの

活用方法をᥦ♧するなど、よりࡁめ⣽かな家庭等との㐃ᦠに努める。 
ての児童生徒に対して、య⣔的㺃ィ⏬的に人権ព識の㧗ᥭを図り、ྠ和問࡭すۑ

題（部ⴠ差別）など様々な人権問題についての正しい理解や認識を深め、解Ỵ

にྥけて実㊶࡛ࡁるព識・ពḧ・ែᗘを育成するために、ᰯ種間㐃ᦠ、Ꮫᰯ間

஺ὶを一ᒙ඘実する。 
いじめやᭀຊ行Ⅽについて、ᚲせに応じて㆙ᐹ等と㐃ᦠを図るなど、ㄢ題を抱ۑ

える児童生徒へのಶ別支援と生徒指導యไのᙉ化を図る。 
ࠗ」、ࡣ不Ⓩᰯ児童生徒についてۑ 社会的⮬❧にྥけた不Ⓩᰯ児童生徒支援ィ⏬࠘

㹼ࠗࡁࡦこもり࠘の未然防止にྥけて㹼」ཬび「ࠗ不Ⓩᰯ児童生徒支援ࣁンド

ク࠘㹼社会的⮬❧にྥけた不Ⓩᰯ児童生徒支援について㹼」を踏まえ、ᕷࢵࣈ

⏫ᮧの教育支援センࢱーへの接⥆やᚲせに応じて民間のフࣜースクールなど

との㐃ᦠに努める。 
、ため、社会教育や関係行ᨻ機関と㐃ᦠしてࡴぐくࡣ社会ᛶや㇏かな人間ᛶをۑ

ᆅᇦ社会の深いಙ㢗のもと、ከ様なయ㦂活動の機会の඘実に努める。 
 

յ ඣ❺⏕ᚐの㞟ᅋの୰࡛の人㛫㛵ಀ࡙ࡃり 
஫いに⮬ᕫ有用感を㧗めྜえるようなᏛ、ࡁ児童生徒が、⮬ศのᏑᅾを確認࡛ۑ

⣭ෆ࡛の関係ᛶを育てる取組に努め、児童生徒が⮬௚のⰋさを認めྜい尊重し

ྜえるែᗘを育成する。また、そのために、ᅔ㞴な状況に置かれている児童生

ཧ⪃ 
平成ۑ  30 年㸵月５日௜け 30 文⛉生➨ 267 ྕ「子ども㣗ᇽの活動に  

関する⚟♴部局との㐃ᦠについて（㏻知）」 
平成ۑ  30 年 10 月㸯日௜け 30 文⛉生➨ 435 ྕ「生活ᅔ❓者⮬❧支援  

ไᗘに関するᏛᰯや教育ጤဨ会等と⚟♴関係機関との㐃ᦠについ  

て（㏻知）」 
平成ۑ  30 年 12 月 27 日௜け  30 ཷึ児生➨５ྕ「Ꮫᰯ等と法ົ┬の人  

権᧦ㆤ機関との㐃ᦠᙉ化について（㏻知）」    など 
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徒をࡣじめ、す࡭ての児童生徒を኱切にする௰間づくりや、児童生徒がともに

㧗めྜう௰間づくり・㞟ᅋづくりの進め方についての◊ಟや実㊶に努める。 
れるよう、生徒指導の機ࡽࡏどの児童生徒にも「ศかる႐び」を実感さ、ࡣ教ဨۑ

能を活かす支援活動を┒り㎸ࡴなどのᤵᴗ改ၿに努めるとともに、児童生徒に

ᤵᴗにおけるルール等のព⩏や重せᛶについてしࡗかりと理解さࡏることに

より、㞟ᅋとしてඹにᏛびྜうᤵᴗをᒎ㛤し、一人一人の児童生徒の⮬尊感情

を㧗める。（㹮.㸴の図をཧ↷） 
各教⛉のᤵᴗにおける୺య的・対ヰ的࡛深いᏛびや人権Ꮫ⩦におけるヰしྜいۑ

活動を積極的に取りධれる。 
・等に基づいて、いじめやᭀຊ行Ⅽの未然防止「ி㒔府いじめ防止基ᮏ方㔪」ۑ

᪩ᮇ発見・᪩ᮇ対応に努めるとともに、ᮃましい㞟ᅋづくりに努める。 
ᤵᴗ改ၿࡽについて、人権教育とのぶ和ᛶに␃ពしなが「特別の教⛉ 㐨ᚨ」ۑ

を図るとともに、「㐨ᚨ教育の進め方 ி㒔ᘧࣁンドࢵࣈク」等を活用し、「心

の教育」を進める。 
したࡊを㏻じて、「༠ຊ」や「公平・公正」に᰿「法やルールに関する教育」ۑ

「行動（ࡩるまい）の教育」を進め、人や社会とつながり、ඹ生するためのຊ

を㌟に௜ける取組を推進する。 
ア活動を㏻じて、児童生徒の⮬୺ᛶや୺࢕ࢸラン࣎生徒会活動等の特別活動やۑ

యᛶが発᥹࡛ࡁる機会を඘実する。 
 
 
 社会ᩍ⫱  

ձ 人権Ꮫ⩦の඘ᐇ 
 。人権ព識の㧗ᥭを図るためのከ様なᏛ⩦機会をᥦ౪するۑ
、ローチとࣉのアࡽた人権のᬑ㐢的などⅬかࡗ法のୗの平等、ಶ人の尊ཝといۑ

ලయ的な人権問題に༶したಶ別的などⅬかࡽのアࣉローチを組みྜわࡏたෆ

ᐜや方法となるよう、人権Ꮫ⩦のᕤኵ改ၿを図るとともに、社会情ໃの変化等

を཯ᫎしてከ様化・」㞧化する人権問題の理解を深める。 
⫈るため、どࡏ生ᾭの各᫬ᮇに応じた、各種ᅋయ等における人権Ꮫ⩦を඘実さۑ

ぬライࣈラࣜー等のᏛ⩦教材のᩚഛに努める。 
た日ᮏ特有の㢼⩦や世間య等ࡁ日ᖖ生活の中࡛当然のこととしてཷけධれてۑ

の㌟㏆な問題についても、人権尊重のどⅬかࡽ捉え┤すことにより、人権尊重

を日ᖖ生活の⩦័として㌟に௜け実㊶することが࡛ࡁるよう人権Ꮫ⩦のᕤኵ

に努める。 
ぬ・どぬ㞀害者の指導者等にྥけた◊ಟ会を実施することにより、⫈ぬ・ど⫈ۑ

ぬ㞀害者のᏛ⩦活動や社会ཧຍのಁ進を支援する。 
社会教育関係⫋ဨཬび社会教育関係ᅋయ指導者が、様々な人権問題についてのۑ

理解と認識を深めるため、また人権Ꮫ⩦資料㞟<社会教育⦅>やど⫈ぬ教材等を

ຠᯝ的に活用したᏛ⩦ෆᐜや方法のᕤኵ改ၿを図るため、人権教育指導者ࣁン

ドࢵࣈク<社会教育⦅>の活用を図る。 
 

ղ ᐙᗞᩍ⫱のᨭ᥼ཬࡧ┦ㄯయไの඘ᐇ 
ーマにした家庭教ࢸや「㣗」・「ㄞ᭩」・「య㦂」を「子どもの成㛗・発達」ۑ

育資料を㏻した情報ᥦ౪・活用ಁ進等による、家庭教育を支援する取組を推進

する。 
家庭教育にᝎみや不安のあるಖㆤ者等を対㇟とした㟁ヰ┦ㄯやメール┦ㄯをۑ

実施する。さࡽに家庭教育カウンセラーによる᮶ᡤ・ᕠᅇ┦ㄯにより適切なア

ドバイスを行うなど、┦ㄯయไの඘実を推進する。 
ルなどの現代的ㄢ題にࣈトトラࢵࢿ・㹎㹒㸿と㐃ᦠを図り、いじめ・⸆≀஘用ۑ

ついてㄒりྜࡗたり、Ꮫ⩦したりするሙを作るなど、ಖㆤ者ྠኈのࢵࢿトワー
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クづくりを推進する。 
め⣽やかな対応をするため、ᕷ⏫ᮧ・ಖ育ᡤࡁ家庭教育におけるᝎみや不安にۑ

・ᗂ⛶ᅬ・認定こどもᅬ・⚟♴部局等関係機関ཬびＮ㹎㹍などが㐃ᦠして、ᑵ

Ꮫ๓かࡽの切れ┠ない支援をᒆけ、ᆅᇦぐるみ࡛家庭を見Ᏺるయไのᵓ⠏を推

進する。 
 

ճ 社会ᩍ⫱㛵ಀ⫋ဨ等の人権ព識の㧗ᥭ 
人権教育推進のためのຠᯝ的な方策について᳨ウするி㒔府人権教育௻⏬推ۑ

進ጤဨ会をタ置する。 
人権教育௻⏬推進ጤဨ会࡛のព見を踏まえ、府ෆ各ᆅᇦにおける人権に関するۑ

ㄢ題解Ỵの方策等を஺ὶするなど、人権教育指導者◊ಟ会における◊ಟෆᐜ・

方法等のᕤኵ改ၿに努める。 
社会情ໃの変化にకいከ様化・」㞧化する人権問題の解Ỵにྥけ、一人一人がۑ

差別の不ྜ理ᛶを理解し、ಶを尊重する人権感ぬを㌟に௜け、୺య的に行動࡛

❧る人権ព識の㧗い社会の実現につながる人権Ꮫ⩦を実施するため、指導的ࡁ

ሙにある社会教育関係⫋ဨཬび社会教育関係ᅋయ指導者の◊ಟ会を実施し資

㉁のྥୖを図る。 
クཬび人権Ꮫ⩦資料㞟ࢵࣈンドࣁ人権教育指導者、ࡣてࡗಟ会の௻⏬にあた◊ۑ

等を活用したཧຍ型Ꮫ⩦を推進し、ᆅᇦの実情に応じた人権教育を実施するこ

とにより、人権問題についての理解と認識を深める。 
各教育局において人権教育行ᨻᢸ当者等◊✲༠㆟会を㛤ദし、人権に関するㄢۑ

題解Ỵの方策について◊✲༠㆟ཬび情報஺ὶ等を行う。 
㹎㹒㸿指導者◊ಟ会等の機会を㏻じて、ಖㆤ者⮬㌟が人権ព識の㧗ᥭを図るこۑ

とが࡛ࡁるように支援する。 
て㌟㏆な公民㤋等のᯝࡗከ様な人権Ꮫ⩦の機会をᥦ౪するୖ࡛、ᆅᇦఫ民にとۑ

たすᙺ๭が重せ࡛あることかࡽ、関係ㅖ機関・ᅋయ等の◊ಟ会を実施する。 
㞀害ཬび㞀害のある人の人権に関するᏛ⩦活動を推進するため、⫈ぬ㞀害者社ۑ

会教育指導者◊ಟ会やどぬ㞀害者社会教育指導者◊ಟ会を実施し指導者の資

㉁のྥୖを図る。 
 

մ Ꮫᰯ࣭ᐙᗞ࣭ᆅᇦ社会ཬࡧ㛵ಀㅖᶵ㛵࣭ᅋయの㐃ᦠ࣭༠ാ 
ᕷ⏫ᮧ等における人権問題ㅮ₇会やᏛ⩦ㅮᗙ等、ᆅᇦఫ民を対㇟とした人権にۑ

関するᏛ⩦を඘実するための支援に努める。 
     アラーの支援について社会⥲がࢣࢢいじめ・⹢ᚅ・య⨩・子どもの㈋ᅔ・ࣖンۑ

かり࡛取り組ࡴために、Ꮫᰯ・家庭・ᆅᇦ社会ཬび関係ㅖ機関・ᅋయの㐃ᦠを

ᙉ化する。その㝿にࡣ、「いじめ防止対策推進法」、ᅜ・ி㒔府・ᕷ⏫ᮧの「い

じめ防止基ᮏ方㔪」「子どもの㈋ᅔ対策の推進に関する法律」「➨㸰ḟி㒔府

子どもの㈋ᅔ対策推進ィ⏬」「ࣖンࢣࢢアラー㐃ᦠ支援マニࣗアル」等を༑ศ

に踏まえる。 

ࡴᨺㄢᚋ等において、子どもが㌟㏆なሙᡤ࡛Ꮫ⩦やㄞ᭩、య㦂活動等に取り組ۑ

ことが࡛ࡁるよう「子どものためのᆅᇦ㐃ᦠ事ᴗ」「⮬然య㦂活動事ᴗ」、府

❧図᭩㤋の「子どもへのㄞ᭩活動支援事ᴗ」「不Ⓩᰯ児童生徒ㄞ᭩活動推進事

ᴗ」等Ꮫᰯ・ᆅᇦ社会ཬび関係ㅖ機関・ᅋయが㐃ᦠ・༠ാした取組を推進する。 
ᕷ⏫ᮧにおいて実施される、㞀害のある子どもと㞀害のない子どもがඹにཧຍۑ

するᏛ⩦活動やయ㦂活動を඘実するための支援に努める。 
府❧るり῱ᑡ年⮬然の家࡛の㞀害のある子どもと㞀害のない子どもを対㇟とۑ

した「みどりࣕ࢟ンࣉ」ཬびᏛᰯに行ࡁにくい子どもを対㇟にした「ࡩれあい

ᐟἩᏛ⩦」を実施するにあたりᏛᰯ・家庭・関係機関等と㐃ᦠ・༠ാに努める。  
・ため、関係機関ࡴぐくࡣ㟷ᑡ年の社会ᛶやᛮいやりの心など㇏かな人間ᛶをۑ

Ꮫᰯ等と㐃ᦠ・༠ാしたయ㦂活動や࣎ラン࢕ࢸア活動の඘実を図る。 
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徒をࡣじめ、す࡭ての児童生徒を኱切にする௰間づくりや、児童生徒がともに

㧗めྜう௰間づくり・㞟ᅋづくりの進め方についての◊ಟや実㊶に努める。 
れるよう、生徒指導の機ࡽࡏどの児童生徒にも「ศかる႐び」を実感さ、ࡣ教ဨۑ

能を活かす支援活動を┒り㎸ࡴなどのᤵᴗ改ၿに努めるとともに、児童生徒に

ᤵᴗにおけるルール等のព⩏や重せᛶについてしࡗかりと理解さࡏることに

より、㞟ᅋとしてඹにᏛびྜうᤵᴗをᒎ㛤し、一人一人の児童生徒の⮬尊感情

を㧗める。（㹮.㸴の図をཧ↷） 
各教⛉のᤵᴗにおける୺య的・対ヰ的࡛深いᏛびや人権Ꮫ⩦におけるヰしྜいۑ

活動を積極的に取りධれる。 
・等に基づいて、いじめやᭀຊ行Ⅽの未然防止「ி㒔府いじめ防止基ᮏ方㔪」ۑ

᪩ᮇ発見・᪩ᮇ対応に努めるとともに、ᮃましい㞟ᅋづくりに努める。 
ᤵᴗ改ၿࡽについて、人権教育とのぶ和ᛶに␃ពしなが「特別の教⛉ 㐨ᚨ」ۑ

を図るとともに、「㐨ᚨ教育の進め方 ி㒔ᘧࣁンドࢵࣈク」等を活用し、「心

の教育」を進める。 
したࡊを㏻じて、「༠ຊ」や「公平・公正」に᰿「法やルールに関する教育」ۑ

「行動（ࡩるまい）の教育」を進め、人や社会とつながり、ඹ生するためのຊ

を㌟に௜ける取組を推進する。 
ア活動を㏻じて、児童生徒の⮬୺ᛶや୺࢕ࢸラン࣎生徒会活動等の特別活動やۑ

యᛶが発᥹࡛ࡁる機会を඘実する。 
 
 
 社会ᩍ⫱  

ձ 人権Ꮫ⩦の඘ᐇ 
 。人権ព識の㧗ᥭを図るためのከ様なᏛ⩦機会をᥦ౪するۑ
、ローチとࣉのアࡽた人権のᬑ㐢的などⅬかࡗ法のୗの平等、ಶ人の尊ཝといۑ

ලయ的な人権問題に༶したಶ別的などⅬかࡽのアࣉローチを組みྜわࡏたෆ

ᐜや方法となるよう、人権Ꮫ⩦のᕤኵ改ၿを図るとともに、社会情ໃの変化等

を཯ᫎしてከ様化・」㞧化する人権問題の理解を深める。 
⫈るため、どࡏ生ᾭの各᫬ᮇに応じた、各種ᅋయ等における人権Ꮫ⩦を඘実さۑ

ぬライࣈラࣜー等のᏛ⩦教材のᩚഛに努める。 
た日ᮏ特有の㢼⩦や世間య等ࡁ日ᖖ生活の中࡛当然のこととしてཷけධれてۑ

の㌟㏆な問題についても、人権尊重のどⅬかࡽ捉え┤すことにより、人権尊重

を日ᖖ生活の⩦័として㌟に௜け実㊶することが࡛ࡁるよう人権Ꮫ⩦のᕤኵ

に努める。 
ぬ・どぬ㞀害者の指導者等にྥけた◊ಟ会を実施することにより、⫈ぬ・ど⫈ۑ

ぬ㞀害者のᏛ⩦活動や社会ཧຍのಁ進を支援する。 
社会教育関係⫋ဨཬび社会教育関係ᅋయ指導者が、様々な人権問題についてのۑ

理解と認識を深めるため、また人権Ꮫ⩦資料㞟<社会教育⦅>やど⫈ぬ教材等を

ຠᯝ的に活用したᏛ⩦ෆᐜや方法のᕤኵ改ၿを図るため、人権教育指導者ࣁン

ドࢵࣈク<社会教育⦅>の活用を図る。 
 

ղ ᐙᗞᩍ⫱のᨭ᥼ཬࡧ┦ㄯయไの඘ᐇ 
ーマにした家庭教ࢸや「㣗」・「ㄞ᭩」・「య㦂」を「子どもの成㛗・発達」ۑ

育資料を㏻した情報ᥦ౪・活用ಁ進等による、家庭教育を支援する取組を推進

する。 
家庭教育にᝎみや不安のあるಖㆤ者等を対㇟とした㟁ヰ┦ㄯやメール┦ㄯをۑ

実施する。さࡽに家庭教育カウンセラーによる᮶ᡤ・ᕠᅇ┦ㄯにより適切なア

ドバイスを行うなど、┦ㄯయไの඘実を推進する。 
ルなどの現代的ㄢ題にࣈトトラࢵࢿ・㹎㹒㸿と㐃ᦠを図り、いじめ・⸆≀஘用ۑ

ついてㄒりྜࡗたり、Ꮫ⩦したりするሙを作るなど、ಖㆤ者ྠኈのࢵࢿトワー
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クづくりを推進する。 
め⣽やかな対応をするため、ᕷ⏫ᮧ・ಖ育ᡤࡁ家庭教育におけるᝎみや不安にۑ

・ᗂ⛶ᅬ・認定こどもᅬ・⚟♴部局等関係機関ཬびＮ㹎㹍などが㐃ᦠして、ᑵ

Ꮫ๓かࡽの切れ┠ない支援をᒆけ、ᆅᇦぐるみ࡛家庭を見Ᏺるయไのᵓ⠏を推

進する。 
 

ճ 社会ᩍ⫱㛵ಀ⫋ဨ等の人権ព識の㧗ᥭ 
人権教育推進のためのຠᯝ的な方策について᳨ウするி㒔府人権教育௻⏬推ۑ

進ጤဨ会をタ置する。 
人権教育௻⏬推進ጤဨ会࡛のព見を踏まえ、府ෆ各ᆅᇦにおける人権に関するۑ

ㄢ題解Ỵの方策等を஺ὶするなど、人権教育指導者◊ಟ会における◊ಟෆᐜ・

方法等のᕤኵ改ၿに努める。 
社会情ໃの変化にకいከ様化・」㞧化する人権問題の解Ỵにྥけ、一人一人がۑ

差別の不ྜ理ᛶを理解し、ಶを尊重する人権感ぬを㌟に௜け、୺య的に行動࡛

❧る人権ព識の㧗い社会の実現につながる人権Ꮫ⩦を実施するため、指導的ࡁ

ሙにある社会教育関係⫋ဨཬび社会教育関係ᅋయ指導者の◊ಟ会を実施し資

㉁のྥୖを図る。 
クཬび人権Ꮫ⩦資料㞟ࢵࣈンドࣁ人権教育指導者、ࡣてࡗಟ会の௻⏬にあた◊ۑ

等を活用したཧຍ型Ꮫ⩦を推進し、ᆅᇦの実情に応じた人権教育を実施するこ

とにより、人権問題についての理解と認識を深める。 
各教育局において人権教育行ᨻᢸ当者等◊✲༠㆟会を㛤ദし、人権に関するㄢۑ

題解Ỵの方策について◊✲༠㆟ཬび情報஺ὶ等を行う。 
㹎㹒㸿指導者◊ಟ会等の機会を㏻じて、ಖㆤ者⮬㌟が人権ព識の㧗ᥭを図るこۑ

とが࡛ࡁるように支援する。 
て㌟㏆な公民㤋等のᯝࡗከ様な人権Ꮫ⩦の機会をᥦ౪するୖ࡛、ᆅᇦఫ民にとۑ

たすᙺ๭が重せ࡛あることかࡽ、関係ㅖ機関・ᅋయ等の◊ಟ会を実施する。 
㞀害ཬび㞀害のある人の人権に関するᏛ⩦活動を推進するため、⫈ぬ㞀害者社ۑ

会教育指導者◊ಟ会やどぬ㞀害者社会教育指導者◊ಟ会を実施し指導者の資

㉁のྥୖを図る。 
 

մ Ꮫᰯ࣭ᐙᗞ࣭ᆅᇦ社会ཬࡧ㛵ಀㅖᶵ㛵࣭ᅋయの㐃ᦠ࣭༠ാ 
ᕷ⏫ᮧ等における人権問題ㅮ₇会やᏛ⩦ㅮᗙ等、ᆅᇦఫ民を対㇟とした人権にۑ

関するᏛ⩦を඘実するための支援に努める。 
     アラーの支援について社会⥲がࢣࢢいじめ・⹢ᚅ・య⨩・子どもの㈋ᅔ・ࣖンۑ

かり࡛取り組ࡴために、Ꮫᰯ・家庭・ᆅᇦ社会ཬび関係ㅖ機関・ᅋయの㐃ᦠを

ᙉ化する。その㝿にࡣ、「いじめ防止対策推進法」、ᅜ・ி㒔府・ᕷ⏫ᮧの「い

じめ防止基ᮏ方㔪」「子どもの㈋ᅔ対策の推進に関する法律」「➨㸰ḟி㒔府

子どもの㈋ᅔ対策推進ィ⏬」「ࣖンࢣࢢアラー㐃ᦠ支援マニࣗアル」等を༑ศ

に踏まえる。 

ࡴᨺㄢᚋ等において、子どもが㌟㏆なሙᡤ࡛Ꮫ⩦やㄞ᭩、య㦂活動等に取り組ۑ

ことが࡛ࡁるよう「子どものためのᆅᇦ㐃ᦠ事ᴗ」「⮬然య㦂活動事ᴗ」、府

❧図᭩㤋の「子どもへのㄞ᭩活動支援事ᴗ」「不Ⓩᰯ児童生徒ㄞ᭩活動推進事

ᴗ」等Ꮫᰯ・ᆅᇦ社会ཬび関係ㅖ機関・ᅋయが㐃ᦠ・༠ാした取組を推進する。 
ᕷ⏫ᮧにおいて実施される、㞀害のある子どもと㞀害のない子どもがඹにཧຍۑ

するᏛ⩦活動やయ㦂活動を඘実するための支援に努める。 
府❧るり῱ᑡ年⮬然の家࡛の㞀害のある子どもと㞀害のない子どもを対㇟とۑ

した「みどりࣕ࢟ンࣉ」ཬびᏛᰯに行ࡁにくい子どもを対㇟にした「ࡩれあい

ᐟἩᏛ⩦」を実施するにあたりᏛᰯ・家庭・関係機関等と㐃ᦠ・༠ാに努める。  
・ため、関係機関ࡴぐくࡣ㟷ᑡ年の社会ᛶやᛮいやりの心など㇏かな人間ᛶをۑ

Ꮫᰯ等と㐃ᦠ・༠ാしたయ㦂活動や࣎ラン࢕ࢸア活動の඘実を図る。 
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➨㸱❶
ಶูの人権問題に㛵ࡍる㔜Ⅼⓗྲྀ⤌஦㡯

 ಶ別の人権問題についてࡣ、「➨㸰ḟ推進ィ⏬改定∧」において、「現状とㄢ題」「取

組の方ྥ」がᥖげࡽれており、その基ᮏ的認識に基づいて、Ꮫᰯ教育・社会教育において

もㄢ題解Ỵにྥけた取組を積極的に推進する。

○ ྠ࿴問題㸦㒊ⴠᕪู㸧

＊「部ⴠ差別解ᾘ法」に♧された┠的ཬび基ᮏ理ᛕを踏まえ、ྠ和問題（部ⴠ差別） 

の解Ỵを図るとともに差別のない社会の実現をめࡊして┦ㄯ活動、教育ཬび啓発

を行うよう努める。その㝿、社会඲య࡛の解Ỵにྥけた取組にຍえ、それࡒれの

ᕷ⏫ᮧ・Ꮫᰯの状況を的確に把握し、ᆅᇦの実情に応じて取組を推進するように

␃ពする。 

＊ྠ和教育の中࡛積みୖげࡽれてࡁた成ᯝとᡭ法へのホ౯を踏まえ、その⥅ᢎと発

ᒎを図るとともに、ྠ和問題（部ⴠ差別）を人権問題の重せなᰕとして、人権尊

重のព識・ែᗘ・実㊶ຊの育成を図る。 

＊ྠ和問題（部ⴠ差別）についての正しい理解や認識を深め、偏見や差別ព識の解 

ᾘを┠指すとともに実㊶ຊを㧗めるために、インࢱーࢵࢿトやＳＮＳによる人権

侵害など௒日的なㄢ題を取りධれ、Ꮫ⩦ෆᐜ・方法のᕤኵ改ၿに努め、人権Ꮫ⩦

の඘実を図る。 

＊一人一人を኱切にした教育を推進する中࡛、基♏Ꮫຊの定着やཎ⣭␃置・中㏵㏥  

Ꮫの解ᾘ、ᕼᮃ進㊰の実現にྥけて積極的な取組を進める。 

＊ᆅᇦ社会の中࡛生ᾭᏛ⩦施タ等を活用した஺ὶಁ進、ఫ民間の┦஫理解の深化を

進める。

○ ዪᛶの人権問題

＊ドメスࢵ࢕ࢸク・バイ࢜レンス（㹂㹔）やࢹート㹂㹔等の防止にྥけて、⏨ዪが

஫いに尊重しྜうための教育を推進する。

＊セクࣗࢩアル・ࣁラスメントやマࢱニࣁ・࢕ࢸラスメント等の◊ಟを行うなど、

ዪᛶにかかわる様々な人権侵害についての正しい理解と認識を深める。

＊す࡭ての人がそのಶᛶと能ຊを発᥹࡛ࡁる⏨ዪඹྠཧ⏬社会の実現を┠指した

教育・Ꮫ⩦活動を推進する。

○ 子ࡶ࡝の人権問題

＊子ども一人一人の人権が᭱኱㝈に尊重され、子どもが೺やかに育ࡕ、安心・安඲

にᬽࡏࡽる環境づくりを進めるため、Ꮫᰯ࣭家庭࣭ᆅᇦ社会ཬび関係機関等の㐃

ᦠを一ᒙᙉ化する。

＊教⫋ဨࡣ法に๎ࡗて、య⨩を᰿⤯し、いじめの未然防止・᪩ᮇ発見・᪩ᮇ対応に

努めるとともに、児童⹢ᚅを発見しやすい❧ሙにあることを⮬ぬし、児童⹢ᚅの

᪩ᮇ発見、㏻࿌などの㎿㏿・適切なಖㆤཬび対応に努める。

＊教⫋ဨࡣまなび・生活アドバイザーやスクールカウンセラーと༠ാして、ࣖンࢢ

として、⚟♴関係機関とも㐃࣒ー࢛トフࢵラࣉアラーを᪩ᮇに発見し、Ꮫᰯをࢣ

ᦠしながࡽ、ᅔࡗている子ども達の支援にあたる。

＊Ꮫᰯと⚟♴関係機関等が㐃ᦠ・༠ຊし、よりࡁめ⣽かに家庭との㐃ᦠを図ること

により子どもの㈋ᅔ対策を推進する。 

＊不Ⓩᰯ、発達㞀害のある子どもへのࡁめ⣽かな指導・支援を行うために、資料の

作成・ᘬ⥅ࡂなどを確実に行う。それにより、Ḟᖍや㐜刻等の状況、ಶ々の特ᛶ

等を的確に把握し、᪩ᮇにかつ⥅⥆的・⣔⤫的に対応することにより、ㄢ題の発

見や深刻化の未然防止に努める。
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＊Ꮚどもの自主ᛶや主体ᛶが発᥹できるᶵ会を充実するとともに、㑅ᣲ権ᖺ㱋や成

ᖺᖺ㱋のᘬୗࡆを㋃ࡲえ、社会の一員としての自ぬや態度を育て、ࡑれを共生社

会実現に生かࡑうとするពḧを育てる。  

○ 㧗㱋⪅の人権問題

＊㉸㧗㱋社会や㧗㱋者についての正しい理解と認識を深めるとともに、㧗㱋者に対

する尊ᩗや感ㅰの心を育てるᏛ⩦活動を඘実する。

＊㧗㱋者⮬㌟がいࡁいࡁと生活࡛ࡁるよう、Ꮫ⩦機会のᥦ౪とᏛ⩦成ᯝを生かした

社会ཧຍ活動をಁ進する。

○ 㞀ᐖの࠶る人の人権問題

＊ி㒔府の「ゝㄒとしてのᡭヰのᬑཬを進めるとともに⪺こえに㞀害のある人とな

い人とが支えྜう社会づくり᮲౛」にᥖげࡽれた基ᮏ理ᛕ等への理解・認識を深

め、ᡭヰをゝㄒとして広めるとともに㞀害の特ᛶに応じたコ࣑ࣗニࢣーࣙࢩン方

法を㑅ᢥ࡛ࡁる環境づくりに努める。

＊「㞀害者差別解ᾘ法」に♧された┠的、基ᮏ方㔪等を踏まえ、差別の⚗止ཬびྜ

理的㓄៖についての理解・認識を深め、㞀害のある人の人権を尊重する対応に努

める。その㝿、「ி㒔府㞀害のある人もない人もඹに安心していࡁいࡁとᬽࡽし

やすい社会づくり᮲౛」ཬびその࢞イドラインについても༑ศに理解を深める。 
＊㹊㹂、㸿㹂㹆㹂、⮬㛢症ス࣌クトラ࣒症等の発達㞀害をྵめた㞀害ཬび㞀害のあ

る人に対する正しい理解と認識を深め、偏見や差別ព識を解ᾘするためのᏛ⩦活

動を඘実する。

＊㞀害のある人が社会の一ဨとして඘実した生活がႠめるようᏛ⩦機会のᣑ඘を

図る。

＊㞀害の有無にかかわࡎࡽㄡもがඹにいࡁいࡁとᬽࡽしやすい社会を┠指し、イン

クルーࣈࢩ教育ࢩス࣒ࢸのᵓ⠏を推進する。

○ 外ᅜ人の人権問題

ーࣆイトス࣊、に♧された┠的ཬび基ᮏ理ᛕを踏まえ「ーチ解ᾘ法ࣆイトス࣊」＊

チのない社会の実現をめࡊして┦ㄯ活動、教育ཬび啓発を行うよう努める。

＊「ி㒔府公の施タ等における࣊イトスࣆーチ防止のための౑用ᡭ⥆に関する࢞イ

ドライン」を踏まえた対応を行う。

＊ㅖ外ᅜや௚の民族について、歴史的経緯や社会的背景を知るなど、正しい理解と

認識を深めるとともに、その㐪いと୺యᛶを認め、஫いに理解し尊重する能ຊと

ែᗘを㣴う。

＊新たなᅾ␃資᱁の๰タを踏まえた外ᅜ人児童生徒の┦ㄯయไのᩚഛや進㊰ಖ㞀

につながるᅾ␃資᱁の୎ᑀな把握に努める。

＊外ᅜㄒ指導ຓᡭ等の支援をཷけて、ከ様な文化への理解やコ࣑ࣗニࢣーࣙࢩン能

ຊの育成を図るなど、す࡭ての児童生徒に対する人権尊重を基┙としたᅜ㝿理解

教育に努める。

＊「外ᅜ人児童生徒に関する指導の指㔪」を踏まえた指導を推進する。

・す࡭ての児童生徒に対して、ᅜ㝿的ど㔝に❧ࡗた人権尊重の教育を推進し、ከ

様な文化を持ࡗた人々とඹに生ࡁていくための資㉁や能ຊが㌟に௜くよう指導

の඘実を図る。

こども基ᮏ法（令和４年㸴月 22 日公布、令和５年４月㸯日施行） 

ฟධᅜ⟶理ཬび㞴民認定法ཬび法ົ┬タ置法の一部を改正す

る法律（平成 30 年 12 月 14 日公布、平成 31 年４月㸯日施行） 
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➨㸱❶
ಶูの人権問題に㛵ࡍる㔜Ⅼⓗྲྀ⤌஦㡯

 ಶ別の人権問題についてࡣ、「➨㸰ḟ推進ィ⏬改定∧」において、「現状とㄢ題」「取

組の方ྥ」がᥖげࡽれており、その基ᮏ的認識に基づいて、Ꮫᰯ教育・社会教育において

もㄢ題解Ỵにྥけた取組を積極的に推進する。

○ ྠ࿴問題㸦㒊ⴠᕪู㸧

＊「部ⴠ差別解ᾘ法」に♧された┠的ཬび基ᮏ理ᛕを踏まえ、ྠ和問題（部ⴠ差別） 

の解Ỵを図るとともに差別のない社会の実現をめࡊして┦ㄯ活動、教育ཬび啓発

を行うよう努める。その㝿、社会඲య࡛の解Ỵにྥけた取組にຍえ、それࡒれの

ᕷ⏫ᮧ・Ꮫᰯの状況を的確に把握し、ᆅᇦの実情に応じて取組を推進するように

␃ពする。 

＊ྠ和教育の中࡛積みୖげࡽれてࡁた成ᯝとᡭ法へのホ౯を踏まえ、その⥅ᢎと発

ᒎを図るとともに、ྠ和問題（部ⴠ差別）を人権問題の重せなᰕとして、人権尊

重のព識・ែᗘ・実㊶ຊの育成を図る。 

＊ྠ和問題（部ⴠ差別）についての正しい理解や認識を深め、偏見や差別ព識の解 

ᾘを┠指すとともに実㊶ຊを㧗めるために、インࢱーࢵࢿトやＳＮＳによる人権

侵害など௒日的なㄢ題を取りධれ、Ꮫ⩦ෆᐜ・方法のᕤኵ改ၿに努め、人権Ꮫ⩦

の඘実を図る。 

＊一人一人を኱切にした教育を推進する中࡛、基♏Ꮫຊの定着やཎ⣭␃置・中㏵㏥  

Ꮫの解ᾘ、ᕼᮃ進㊰の実現にྥけて積極的な取組を進める。 

＊ᆅᇦ社会の中࡛生ᾭᏛ⩦施タ等を活用した஺ὶಁ進、ఫ民間の┦஫理解の深化を

進める。

○ ዪᛶの人権問題

＊ドメスࢵ࢕ࢸク・バイ࢜レンス（㹂㹔）やࢹート㹂㹔等の防止にྥけて、⏨ዪが

஫いに尊重しྜうための教育を推進する。

＊セクࣗࢩアル・ࣁラスメントやマࢱニࣁ・࢕ࢸラスメント等の◊ಟを行うなど、

ዪᛶにかかわる様々な人権侵害についての正しい理解と認識を深める。

＊す࡭ての人がそのಶᛶと能ຊを発᥹࡛ࡁる⏨ዪඹྠཧ⏬社会の実現を┠指した

教育・Ꮫ⩦活動を推進する。

○ 子ࡶ࡝の人権問題

＊子ども一人一人の人権が᭱኱㝈に尊重され、子どもが೺やかに育ࡕ、安心・安඲

にᬽࡏࡽる環境づくりを進めるため、Ꮫᰯ࣭家庭࣭ᆅᇦ社会ཬび関係機関等の㐃

ᦠを一ᒙᙉ化する。

＊教⫋ဨࡣ法に๎ࡗて、య⨩を᰿⤯し、いじめの未然防止・᪩ᮇ発見・᪩ᮇ対応に

努めるとともに、児童⹢ᚅを発見しやすい❧ሙにあることを⮬ぬし、児童⹢ᚅの

᪩ᮇ発見、㏻࿌などの㎿㏿・適切なಖㆤཬび対応に努める。

＊教⫋ဨࡣまなび・生活アドバイザーやスクールカウンセラーと༠ാして、ࣖンࢢ

として、⚟♴関係機関とも㐃࣒ー࢛トフࢵラࣉアラーを᪩ᮇに発見し、Ꮫᰯをࢣ

ᦠしながࡽ、ᅔࡗている子ども達の支援にあたる。

＊Ꮫᰯと⚟♴関係機関等が㐃ᦠ・༠ຊし、よりࡁめ⣽かに家庭との㐃ᦠを図ること

により子どもの㈋ᅔ対策を推進する。 

＊不Ⓩᰯ、発達㞀害のある子どもへのࡁめ⣽かな指導・支援を行うために、資料の

作成・ᘬ⥅ࡂなどを確実に行う。それにより、Ḟᖍや㐜刻等の状況、ಶ々の特ᛶ

等を的確に把握し、᪩ᮇにかつ⥅⥆的・⣔⤫的に対応することにより、ㄢ題の発

見や深刻化の未然防止に努める。
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＊Ꮚどもの自主ᛶや主体ᛶが発᥹できるᶵ会を充実するとともに、㑅ᣲ権ᖺ㱋や成

ᖺᖺ㱋のᘬୗࡆを㋃ࡲえ、社会の一員としての自ぬや態度を育て、ࡑれを共生社

会実現に生かࡑうとするពḧを育てる。  

○ 㧗㱋⪅の人権問題

＊㉸㧗㱋社会や㧗㱋者についての正しい理解と認識を深めるとともに、㧗㱋者に対

する尊ᩗや感ㅰの心を育てるᏛ⩦活動を඘実する。

＊㧗㱋者⮬㌟がいࡁいࡁと生活࡛ࡁるよう、Ꮫ⩦機会のᥦ౪とᏛ⩦成ᯝを生かした

社会ཧຍ活動をಁ進する。

○ 㞀ᐖの࠶る人の人権問題

＊ி㒔府の「ゝㄒとしてのᡭヰのᬑཬを進めるとともに⪺こえに㞀害のある人とな

い人とが支えྜう社会づくり᮲౛」にᥖげࡽれた基ᮏ理ᛕ等への理解・認識を深

め、ᡭヰをゝㄒとして広めるとともに㞀害の特ᛶに応じたコ࣑ࣗニࢣーࣙࢩン方

法を㑅ᢥ࡛ࡁる環境づくりに努める。

＊「㞀害者差別解ᾘ法」に♧された┠的、基ᮏ方㔪等を踏まえ、差別の⚗止ཬびྜ

理的㓄៖についての理解・認識を深め、㞀害のある人の人権を尊重する対応に努

める。その㝿、「ி㒔府㞀害のある人もない人もඹに安心していࡁいࡁとᬽࡽし

やすい社会づくり᮲౛」ཬびその࢞イドラインについても༑ศに理解を深める。 
＊㹊㹂、㸿㹂㹆㹂、⮬㛢症ス࣌クトラ࣒症等の発達㞀害をྵめた㞀害ཬび㞀害のあ

る人に対する正しい理解と認識を深め、偏見や差別ព識を解ᾘするためのᏛ⩦活

動を඘実する。

＊㞀害のある人が社会の一ဨとして඘実した生活がႠめるようᏛ⩦機会のᣑ඘を

図る。

＊㞀害の有無にかかわࡎࡽㄡもがඹにいࡁいࡁとᬽࡽしやすい社会を┠指し、イン

クルーࣈࢩ教育ࢩス࣒ࢸのᵓ⠏を推進する。

○ 外ᅜ人の人権問題

ーࣆイトス࣊、に♧された┠的ཬび基ᮏ理ᛕを踏まえ「ーチ解ᾘ法ࣆイトス࣊」＊

チのない社会の実現をめࡊして┦ㄯ活動、教育ཬび啓発を行うよう努める。

＊「ி㒔府公の施タ等における࣊イトスࣆーチ防止のための౑用ᡭ⥆に関する࢞イ

ドライン」を踏まえた対応を行う。

＊ㅖ外ᅜや௚の民族について、歴史的経緯や社会的背景を知るなど、正しい理解と

認識を深めるとともに、その㐪いと୺యᛶを認め、஫いに理解し尊重する能ຊと

ែᗘを㣴う。

＊新たなᅾ␃資᱁の๰タを踏まえた外ᅜ人児童生徒の┦ㄯయไのᩚഛや進㊰ಖ㞀

につながるᅾ␃資᱁の୎ᑀな把握に努める。

＊外ᅜㄒ指導ຓᡭ等の支援をཷけて、ከ様な文化への理解やコ࣑ࣗニࢣーࣙࢩン能

ຊの育成を図るなど、す࡭ての児童生徒に対する人権尊重を基┙としたᅜ㝿理解

教育に努める。

＊「外ᅜ人児童生徒に関する指導の指㔪」を踏まえた指導を推進する。

・す࡭ての児童生徒に対して、ᅜ㝿的ど㔝に❧ࡗた人権尊重の教育を推進し、ከ

様な文化を持ࡗた人々とඹに生ࡁていくための資㉁や能ຊが㌟に௜くよう指導

の඘実を図る。

こども基ᮏ法（令和４年㸴月 22 日公布、令和５年４月㸯日施行） 

ฟධᅜ⟶理ཬび㞴民認定法ཬび法ົ┬タ置法の一部を改正す

る法律（平成 30 年 12 月 14 日公布、平成 31 年４月㸯日施行） 
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・外ᅜ人児童生徒に対して、日ᮏㄒの指導等、ಶに応じた指導を積極的に進め、

Ꮫຊの඘実・ྥୖを図る。その㝿、「日ᮏㄒ教育の推進に関する法律」を踏ま

える。

・外ᅜ人児童生徒がᑗ᮶へのᒎᮃを持ࡽ⮬、ࡕの進㊰を୺య的に切りᣅくことな

ど⮬ᕫ実現が࡛ࡁるよう指導の඘実を図るとともに、民族ᛶを኱切にし、人の

つながりを深める取組の඘実に努める。

○ ࣭（AIDS、後天性免疫不全症候群）ࢬイ࢚⑓࣭ࣥࢭࣥࣁ 㹆㹇㹔感染症࣭㞴⑓ᝈ⪅等の人権問題

、ンセン⑓ᝈ者ࣁ、㞴⑓についての正しい理解と認識を深め、ࢬンセン⑓やエイࣁ＊

ハンセン⑓元ᝈ者ཬびその家族、エイࢬᝈ者・㹆㹇㹔感染者や㞴⑓ᝈ者等に対す

る偏見や差別ព識の解ᾘを┠指す取組を推進する。

ᝈ者・㹆㹇㹔感染者やࢬンセン⑓元ᝈ者ཬびその家族、エイࣁ、ンセン⑓ᝈ者ࣁ＊

㞴⑓ᝈ者等が尊ཝをもࡗてᬽࡏࡽる社会づくりを┠指す取組を推進する。

いての正しい⌮ゎとㄆ識ࡘ஧ḟ的な⿕害にࡣにࡽ㑇᪘の┤᥋的、さࡣのᐙ᪘ཪࡑ

を῝め、≢⨥⿕害⪅➼の⨨かれている≧ἣや≢⨥⿕害⪅➼支援のᚲせᛶにࡘいて

⌮ゎのಁ進を図る学習ά動を充実する。

○ ≢⨥⿕害⪅➼のேᶒၥ㢟

＊「京都府≢⨥⿕害⪅➼支援条例」に♧された基ᮏ⌮ᛕ➼を㋃ࡲえ、≢⨥⿕害⪅と

<人権問題࡞ࡲࡊࡲࡉ>

○ ス࣒࣮ࣞ࣍

、た人がᆅᇦ社会の中࡛⮬❧した日ᖖ生活がྍ能となるようにࡗレスとな࣒ー࣍＊

正しい理解と認識を深めるように努める。

○ ᛶⓗᣦྥ࣭࣮ࢲ࢙ࣥࢪアイ࢕ࢸ࢕ࢸࣥࢹ

＊「ᛶ的指ྥཬび࢙ࢪンࢲーアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸのከ様ᛶに関するᅜ民の理解のቑ進

に関する法律」に♧された┠的ཬび基ᮏ理ᛕを踏まえ、家庭ཬびᆅᇦఫ民その௚

の関係者の༠ຊをᚓつつ、教育ཪࡣ啓発、教育環境のᩚഛ、┦ㄯの機会の確ಖ等

を行うことによりᛶ的指ྥཬび࢙ࢪンࢲーアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸのከ様ᛶに関する

児童生徒の理解のቑ進に努める。 

＊文部⛉Ꮫ┬かࡽฟされた「ᛶྠ一ᛶ㞀害に係る児童生徒に対するࡁめ⣽かな対応

の実施等について」ཬび「ᛶྠ一ᛶ㞀害やᛶ的指ྥ・ᛶ⮬認に係る、児童生徒に

対するࡁめ⣽かな対応等の実施について（教⫋ဨྥけ）」を踏まえ、適切な指導

に努める。

＊ᝎみや不安をཷけ止めるᚲせᛶࡣ、いわࡺる「ᛶ的ᑡᩘ者」とされる児童生徒඲

⯡にඹ㏻するもの࡛あることに㓄៖のୖ、「⮬ẅ⥲ྜ対策኱⥘」において「⮬ẅ

ᛕ៖の๭ྜ等が㧗いことが指᦬されているᛶ的マイ࢕ࢸࣜࣀについて、無理解や

偏見等がその背景にある社会的せᅉの一つ࡛あると捉えて、教⫋ဨの理解をಁ進

する」とされていることも踏まえて、Ꮫᰯの┦ㄯయไの඘実に努め、ヱ当の児童

生徒が┦ㄯをしやすい㞺ᅖẼをᩚえる。その㝿、アウ࢕ࢸンࢢ（ᮏ人が公にして

いないことを௚人がᭀ㟢すること）も重኱な人権侵害࡛あることにも␃ពする。 

○ ฮ࠼⤊ࢆてฟᡤしࡓ人

＊ฮを⤊えてฟᡤした人が、ᆅᇦの人々の理解と༠ຊをᚓて社会᚟ᖐが࡛ࡁるよう

啓発を推進する。

ᛶ的指ྥཬび࢙ࢪンࢲーアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸのከ様ᛶに関するᅜ民の
理解のቑ進に関する法律（令和５年㸴月 23 日公布、施行） 
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○ アイヌの人々、婚外子、識字問題

＊アイヌの人々、婚外子、識字問題に関する教育・啓発の推進に努め、各人権問題

の状況に応じた取組を推進する。

○ 北朝鮮当局による拉致問題等

＊拉致問題等についての府民の関心と認識を深めるための周知・広報に努めるなど

啓発活動を推進する。

＊北朝鮮当局による拉致問題等を深刻な人権問題の一つとして捉え、歴史的経緯や

社会的背景等を知り、拉致問題を正しく理解するとともに、特に若い世代に拉致

問題への認識を広めるように努める。そのため、アニメ「めぐみ」などの教材や

各種資料の積極的な活用を図り、「北朝鮮人権侵害問題啓発週間作文コンクール」

等の機会を活用した取組を推進する。 

 <社会情勢の変化等により顕在化している人権にかかわる課題>

○ 新型コロナウイルス感染症による人権問題

＊「新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律」における差別

的取扱い等の防止に関する規定を踏まえ、不確かな情報に惑わされて人権侵害に

つながることのないように、新型コロナウイルス感染症についての正しい理解と

認識を深め、正しい情報に基づいた冷静な行動をとるよう、児童生徒の発達段階

に応じた指導を行う。 

＊感染者や濃厚接触者、医療従事者や社会機能の維持にあたる方とその家族等に対

する偏見・差別・いじめ・ＳＮＳ等による誹謗中傷等の未然防止に努める。また、

ワクチン接種やマスク着用の有無に関しても様々な状況や事情があることを踏

まえ、偏見・差別等の未然防止に努める。

＊いじめへの不安や家庭環境の変化等による心理的なストレスを抱える児童生徒

の状況を的確に把握し、スクールカウンセラーやまなび・生活アドバイザー、関

係機関による支援に確実につなげる等、児童生徒に適切に対応する。

実を図る。

いて࿘知するとともに、情報モラルとメデࡘの௙組みと༴㝤ᛶにࢺࢵࢿーࢱࣥ࢖＊

ィアリテラシーの向上を図り、府民がຍ害⪅にも⿕害⪅にもなࡽないよう、ᖺ㱋

➼にᛂࡌたᩍ育・ၨ発を推進する。

や㹑㹌㹑相談➼の取組により人権౵害のᢕᥱ「࢛ࣥࣇやかテࣞࡇい・す࠶れࡩ」＊

と学ᰯでの早期のᣦᑟに努める。

＊学ᰯ、ᐙᗞと㆙ᐹやἲົᒁ、ᕷ⏫ᮧ➼との㐃ᦠを῝める。

。とができるよう、学ᰯ➼でのᩍ育の充実に努めるࡇの権฼を守るࡽる自ࡅ

○ ேᶒのᑛ㔜ࡿࡅ࠾࡟఍♫ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖

た学習の充ࡅ社会の୰でከᵝ໬・」㞧໬する人権問題のゎỴに向ࢺࢵࢿーࢱࣥ࢖＊

○ ಶே᝟ሗのಖㆤ

＊ಶ人のࣉラࣂ࢖シー➼を守るࡇとの㔜せᛶや情報の཰㞟・発ಙにࡅ࠾る㈐௵やモ

ラルにࡘいての正しい⌮ゎとㄆ識をᗈࡆるためのᩍ育・ၨ発に取り組ࡴ。

○ Ᏻᚰ࡚ࡋാࡿࡅ⫋ሙ⎔ቃの推進

＊ປാ⪅がാࡃ上でᚲせなປാ関ಀἲの知識を習得するࡇとにより、⫋ᴗ生άに࠾

アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための施策の推進
に関する法律（平成 31 年４月 26 日公布、令和元年５月 24 日施行） 
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・外ᅜ人児童生徒に対して、日ᮏㄒの指導等、ಶに応じた指導を積極的に進め、

Ꮫຊの඘実・ྥୖを図る。その㝿、「日ᮏㄒ教育の推進に関する法律」を踏ま

える。

・外ᅜ人児童生徒がᑗ᮶へのᒎᮃを持ࡽ⮬、ࡕの進㊰を୺య的に切りᣅくことな

ど⮬ᕫ実現が࡛ࡁるよう指導の඘実を図るとともに、民族ᛶを኱切にし、人の

つながりを深める取組の඘実に努める。

○ ࣭（AIDS、後天性免疫不全症候群）ࢬイ࢚⑓࣭ࣥࢭࣥࣁ 㹆㹇㹔感染症࣭㞴⑓ᝈ⪅等の人権問題

、ンセン⑓ᝈ者ࣁ、㞴⑓についての正しい理解と認識を深め、ࢬンセン⑓やエイࣁ＊

ハンセン⑓元ᝈ者ཬびその家族、エイࢬᝈ者・㹆㹇㹔感染者や㞴⑓ᝈ者等に対す
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いての正しい⌮ゎとㄆ識ࡘ஧ḟ的な⿕害にࡣにࡽ㑇᪘の┤᥋的、さࡣのᐙ᪘ཪࡑ
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⌮ゎのಁ進を図る学習ά動を充実する。
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＊「京都府≢⨥⿕害⪅➼支援条例」に♧された基ᮏ⌮ᛕ➼を㋃ࡲえ、≢⨥⿕害⪅と
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＊「ᛶ的指ྥཬび࢙ࢪンࢲーアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸのከ様ᛶに関するᅜ民の理解のቑ進
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理解のቑ進に関する法律（令和５年㸴月 23 日公布、施行） 
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○ アイヌの人々、婚外子、識字問題

＊アイヌの人々、婚外子、識字問題に関する教育・啓発の推進に努め、各人権問題

の状況に応じた取組を推進する。
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等の機会を活用した取組を推進する。 

 <社会情勢の変化等により顕在化している人権にかかわる課題>
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まえ、偏見・差別等の未然防止に努める。
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の状況を的確に把握し、スクールカウンセラーやまなび・生活アドバイザー、関

係機関による支援に確実につなげる等、児童生徒に適切に対応する。

実を図る。

いて࿘知するとともに、情報モラルとメデࡘの௙組みと༴㝤ᛶにࢺࢵࢿーࢱࣥ࢖＊

ィアリテラシーの向上を図り、府民がຍ害⪅にも⿕害⪅にもなࡽないよう、ᖺ㱋

➼にᛂࡌたᩍ育・ၨ発を推進する。

や㹑㹌㹑相談➼の取組により人権౵害のᢕᥱ「࢛ࣥࣇやかテࣞࡇい・す࠶れࡩ」＊

と学ᰯでの早期のᣦᑟに努める。

＊学ᰯ、ᐙᗞと㆙ᐹやἲົᒁ、ᕷ⏫ᮧ➼との㐃ᦠを῝める。

。とができるよう、学ᰯ➼でのᩍ育の充実に努めるࡇの権฼を守るࡽる自ࡅ

○ ேᶒのᑛ㔜ࡿࡅ࠾࡟఍♫ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖

た学習の充ࡅ社会の୰でከᵝ໬・」㞧໬する人権問題のゎỴに向ࢺࢵࢿーࢱࣥ࢖＊

○ ಶே᝟ሗのಖㆤ

＊ಶ人のࣉラࣂ࢖シー➼を守るࡇとの㔜せᛶや情報の཰㞟・発ಙにࡅ࠾る㈐௵やモ

ラルにࡘいての正しい⌮ゎとㄆ識をᗈࡆるためのᩍ育・ၨ発に取り組ࡴ。

○ Ᏻᚰ࡚ࡋാࡿࡅ⫋ሙ⎔ቃの推進

＊ປാ⪅がാࡃ上でᚲせなປാ関ಀἲの知識を習得するࡇとにより、⫋ᴗ生άに࠾

アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための施策の推進
に関する法律（平成 31 年４月 26 日公布、令和元年５月 24 日施行） 
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○ 犯罪被害者等の人権問題

＊犯罪被害者とその家族又は遺族の直接的、さらには二次的な被害についての正

しい理解と認識を深め、犯罪被害者等の置かれている状況等に関する理解の促

進を図る学習活動を充実する。

<様々な人権問題>

○ ホームレス

＊ホームレスとなった人が地域社会の中で自立した日常生活が可能となるように、

正しい理解と認識を深めるように努める。

○ 性的指向・性自認

＊性的指向・性自認についての理解を深め、多様な性の在り方やＬＧＢＴ
（Lesbian､Gay､Bisexual､Transgender）等の概念について正しく理解・認識し、
誰もが安心して暮らしていけるための教育・啓発を推進する。

＊学校では、平成27年４月30日付けで文部科学省から出された「性同一性障害に
係る児童生徒に対するきめ細かな対応の実施等について」を踏まえ、適切な指
導に努める。

＊悩みや不安を受け止める必要性は、いわゆる「性的マイノリティ」とされる児
童生徒全般に共通するものであることに配慮の上、「自殺総合対策大綱」も踏ま
えて、学校の相談体制の充実に努めるとともに、該当の児童生徒が相談をしや
すい雰囲気を整える。

○ 刑を終えて出所した人
＊刑を終えて出所した人が、地域の人々の理解と協力を得て社会復帰ができるよ

う啓発を推進する。

○ アイヌの人々、婚外子、識字問題
＊アイヌの人々、婚外子、識字問題に関する教育・啓発の推進に努め、各人権問

題の状況に応じた取組を推進する。

○ 北朝鮮当局による拉致問題等
＊拉致問題等についての府民の関心と認識を深めるための周知・広報に努めるな

ど啓発活動を推進する。

<社会情勢の変化等により顕在化している人権にかかわる課題>
○ インターネット社会における人権の尊重

＊インターネット社会の中で多様化・複雑化する人権問題の解決に向けた学習の
充実を図る。

＊インターネットの仕組みと危険性について周知するとともに、情報モラルとメ
ディアリテラシーの向上を図り、府民が加害者にも被害者にもならないよう、
年齢等に応じた教育・啓発を推進する。

＊「ネットいじめ通報サイト」の運営や学校ネットパトロール等の取組により人
権侵害の把握と学校での早期の指導に努める。

＊学校、家庭と警察や法務局、市町村等との連携を深める。

○ 個人情報の保護
＊個人のプライバシー等を守ることの重要性や情報の収集・発信における責任や

モラルについての正しい理解と認識を広げるための教育・啓発に取り組む。

○ 安心して働ける職場環境の推進
＊労働者が働く上で必要な労働関係法の知識を習得することにより、職業生活に

おける自らの権利を守ることができるよう、学校等での教育の充実に努める。

○ 自殺対策の推進
＊「京都府自殺対策に関する条例」などに基づき、悩みを抱えた人の孤立を防ぎ、

すべての府民が地域社会の一員として共に生き、共に支え合う社会を実現する
取組の推進、自殺の原因となり得る問題に対する早期の相談・支援体制の充実
に努める。

（「教職員人権研修ハンドブック」から）

-  14 -- 20 -

　（「人権教育の指導方法等の在り方について [第三次とりまとめ ]」から）

-  15 -
- 17 -

すべての府民が地域社会の一員として共に生き、共に支え合う社会を実現する取 
組の推進、自殺の原因となり得る問題に対する早期の相談・支援体制の充実に努
める 。

分や他の人々の命と人権を守る行動を取り、地域社会の一員として自主的に行動

できる知識や態度の育成に努める。 

＊誤った情報や風評など不確かな情報に左右されず、客観的な事実など正しい情報

に基づいて行動できるよう、情報モラルとメディアリテラシーの向上を図る。 

○ 自殺対策の推進

＊「京都府自殺対策に関する条例」などに基づき、悩みを抱えた人の孤立を防ぎ、

○ 災害時の配慮

＊災害発生時に、計画的・継続的な災害安全学習に基づいた正しい判断のもと、自
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